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上人開示

心
繫
苦
難
，
帶
動
行
善 

新
年
元
旦
，
日
本
能
登
半
島
發
生
大

地
震
。
突
然
間
天
搖
地
動
，
不
少
房
屋
倒

塌
，
有
許
多
人
命
傷
亡
，
道
路
斷
裂
，
交

通
陷
入
混
亂
，
有
些
民
眾
無
家
可
歸
，
只

能
暫
時
住
進
收
容
所
，
災
情
十
分
嚴
重
。

 

地
震
過
後
，
日
本
慈
濟
人
立
即
傳
訊
，

向
臺
灣
本
會
報
平
安
，
並
仔
細
收
集
、
確

認
災
區
的
資
訊
，
討
論
如
何
援
助
，
並
向

公
部
門
申
請
報
備
；
而
在
臺
灣
的
慈
濟
人

也
及
時
出
發
會
合
，
清
點
、
預
備
所
需
的

物
資
。
大
家
考
慮
得
很
細
緻
、
很
周
到
，

﹁
一
眼
觀
時
千
眼
觀
，
一
手
動
時
千
手
動
﹂，

人
人
心
念
合
齊
，
迅
速
啟
動
援
助
、
發
放
，

膚
慰
災
民
。

雖
然
日
本
的
慈
濟
人
為
數
不
多
，
但

是
他
們
發
揮
平
時
關
心
社
區
，
為
街
友
和

長
者
準
備
便
當
、
熱
食
的
經
驗
，
不
論
是

在
災
區
搭
起
臨
時
的
大
灶
，
或
是
借
用
醫

院
、
避
難
所
的
廚
房
煮
飯
、
炒
菜
等
等
，

都
盡
心
力
讓
當
地
人
有
熱
騰
騰
的
食
物
可

用
。
吃
到
熱
食
的
民
眾
很
歡
喜
，
紛
紛
向

慈
濟
人
表
達
感
恩
，
也
讚
歎
：﹁
原
來
素

食
這
麼
好
吃
。﹂
而
災
區
天
氣
寒
冷
，
慈

濟
不
只
提
供
營
養
的
熱
食
，
也
帶
來
品
質

良
好
的
衣
物
與
毛
毯
讓
他
們
保
暖
、
禦
寒
。

 

除
了
向
公
部
門
解
說
之
外
，
志
工
們

也
藉
此
機
會
向
大
家
說
明
，
因
為
慈
濟
是

佛
教
團
體
，
所
以
一
律
供
應
素
食
；
發
送

的
圍
巾
、
披
肩
、
毛
毯
，
都
是
來
自
環
保

回
收
再
製
的
成
品
。
這
樣
不
僅
令
人
了
解

物
資
的
由
來
，
也
表
達
我
們
推
廣
素
食
和

環
保
的
愛
心
，
當
民
眾
近
距
離
看
見
、
聽

見
，
就
能
知
道
慈
濟
是
如
何
為
人
群
服
務
。

 

面
對
世
間
無
常
，
我
們
要
匯
聚
力
量

來
造
福
。
慈
濟
人
走
進
災
區
，
邀
請
當
地

鄉
親
一
起
投
入
，
或
是
號
召
年
輕
人
參
與
，

接
引
出
更
多
人
間
菩
薩
，
體
驗
為
人
付
出

的
感
覺
，
所
得
的
不
是
勞
累
而
是
歡
喜
，

這
種
人
生
很
有
價
值
。

 

當
日
本
政
府
及
在
地
人
已
快
速
動
員

救
災
，
慈
濟
人
於
急
難
階
段
結
束
後
，
即

停
、
聽
、
看
，
好
好
盤
點
資
源
，
訪
查
受

災
家
戶
，
幫
助
這
片
土
地
及
人
們
恢
復
生

機
。
若
有
等
待
照
護
、
無
依
無
靠
的
長
者
，

或
是
孤
寡
家
庭
中
就
學
困
難
的
孩
子
等

等
，
我
們
就
能
規
畫
如
何
援
助
。
這
些
殿

後
的
工
作
很
重
要
，
也
許
能
就
此
開
啟
長

期
關
懷
的
因
緣
，
釐
清
如
何
帶
動
行
善
的

方
向
。

 

天
地
間
四
大
不
調
，
我
時
時
心
繫
著

苦
難
人
，
感
恩
全
球
各
地
有
慈
濟
人
投
入

救
苦
，
讓
我
感
到
很
安
心
。
希
望
日
本
志

工
盡
量
去
做
，
臺
灣
慈
濟
人
會
成
為
支
援

的
後
盾
，
同
時
要
把
握
機
會
啟
發
民
眾
的

愛
心
，
人
愈
多
力
量
就
愈
大
，
能
夠
不
斷

接
力
往
前
進
。

  

靜
思

2024年 《 日 程 表 》

月 火  水 木 金  土

5
清掃活動 　　　　　09:00-12:00

大阪西成区炊き出し·夜回り

       　        14:00-18:30

12
中国語子供クラス 10:00-12:00

灌仏会活動 　　　　13:30-　

19
中国語子供クラス 10:00-12:00

26   
ボランティア研修 09:00-17:00

ボランティア研修 09:00-17:00

中国語子供クラス 10:00-12:00 

(読経)《慈悲三昧水懺》

              ※ 20:15-22:00

6
代々木炊き出し配布

          9:30集合

13

20
代々木炊き出し配布

          9:30集合

うらら障礙者昼食

交流 　10:00-13:00

                 

27
うらら障礙者昼食

交流 　10:00-13:00

                                

7

14
大愛食堂お便當配布

                16:30-18:30

21

28
大愛食堂お便當配布

                16:30-18:30

1
(読)仏典系列

　     13:30-15:30

8
(読)仏典系列

　     13:30-15:30

15
(読)仏典系列

　     13:30-15:30

22
(読)仏典系列

　     13:30-15:30

 

29
(読)仏典系列

　     13:30-15:30 

2
(読経)《薬師経》                      

　　　 ※10:30-12:30  

(読経)《薬師経》                      

　　　 ※10:30-12:30         

写経     13:30-15:30

9
写経     13:30-15:30

16
写経     13:30-15:30

23
甲子園写経教室　

　       13:00-15:00

30

3

10

17

24
(読経)《慈悲三昧水懺》

       ※ 20:15-22:00

  

        

31 
(読経)《慈悲三昧水懺》

       ※ 20:15-22:00 

(読経)《慈悲三昧水懺》

       ※ 20:15-22:00   

日

六月 April ◎群馬地区◎関西地区◎東京23区 ◎山梨地区

4

11
大愛食堂お便當配布

               16:30-18:30

18

25
大愛食堂お便當配布

               16:30-18:30

6
写経　   13:30-15:30

13
甲子園写経教室　

　       13:00-15:00

20
写経　   13:30-15:30

27

月 火  水 木 金  土

2
ボランティア研修 09:00-16:00

ボランティア研修 09:00-16:00

清掃活動 　　　　　09:00-12:00

9
中国語子供クラス 10:00-12:00

大阪西成区炊き出し·夜回り

       　        14:00-18:30

16
ボランティア研修 09:00-17:00

ボランティア研修 09:00-17:00

中国語子供クラス 10:00-12:00

23

30
(読経)《地蔵経》

　　　　　　　※20:15-22:00

3
代々木炊き出し配布  

          9:30集合

10

17
代々木炊き出し配布  

          9:30集合

24
うらら障礙者昼食

交流   10:00-13:00                         

5
仏典系列

　     13:30-15:30

12
(読)仏典系列

　     13:30-15:30

19
(読)仏典系列

　     13:30-15:30

26

7

14

21
(読経)《地蔵経》

        ※20:15-22:00

28

1

8

15

22
(読経)《地蔵経》

        ※20:15-22:00

大阪西成区夜回り 

          17:00-18:30

29
(読経)《薬師経》                      

　　　 ※10:30-12:30  

(読経)《薬師経》                      

　　　 ※10:30-12:30

料理教室（枚方）    

         10:00-15:00

(読経)《地蔵経》

        ※20:15-22:00

日

4

11

18
料理教室（枚方） 

10:00-15:00(暫)

25
(読経)《慈悲三昧水懺》

       ※ 20:15-22:00

大阪西成区夜回り 

          17:00-18:30

料理教室（尼崎） 

10:00-17:00

 

   

五月 March     ◎関西地区◎東京23区 ◎群馬地区  ◎山梨地区

※(読経)→下記ウェブサイトリンクよりご視聴ください。https://connect.tzuchi.im/dharma/

　　(読)→読書会

 ＊上記表は予定が変更になる場合がありますので、参加する前に必ず事務局までお問い合わせ下さい。
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靜
思

今
年
の
元
旦
そ
う
そ
う
、
日
本
の
能
登

半
島
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

突
然
大
き
な
揺
れ
が
起
こ
り
、
数
多
く
の

家
屋
が
倒
壊
し
、
大
勢
の
人
々
が
命
を
落

と
し
ま
し
た
。
道
路
は
寸
断
さ
れ
、
交
通

は
混
乱
に
陥
り
、
帰
る
べ
き
家
を
失
っ
た

人
々
は
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
と
て
も
深
刻
な
被
害
状
況
だ
っ

た
の
で
す
。

地
震
後
、
日
本
の
慈
濟
人
は
た
だ
ち
に

調
査
を
行
い
、
台
湾
の
本
部
に
無
事
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
情
報
を
詳

し
く
収
集
し
、
確
認
に
当
た
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
支
援
を
行
う
か
を

話
し
合
い
、
そ
の
旨
を
公
的
機
関
に
伝
え

ま
し
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
台
湾
の
慈

濟
人
も
ま
た
す
ぐ
に
会
合
を
開
き
、
必
要

な
物
資
の
数
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
搬
送
の

準
備
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
だ
れ
も
が

詳
細
か
つ
周
到
に
事
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
ま
さ
に
「
一
つ
の
目
が
見
る
と
き
、

千
の
目
が
見
る
。
一
つ
の
手
が
動
く
と
き
、

千
の
手
が
動
く
」
の
通
り
で
す
。
こ
う
し

て
慈
濟
人
た
ち
は
、
心
を
一
つ
に
合
わ
せ

て
救
援
活
動
を
す
み
や
か
に
開
始
し
、
物

資
の
提
供
や
被
災
者
へ
の
慰
問
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
慈
濟
人
は
、
人
数
は
決
し
て
多

く
は
な
い
で
す
が
、
ふ
だ
ん
か
ら
地
域
の

人
々
に
心
を
配
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
高
齢

の
人
た
ち
に
弁
当
や
温
か
い
食
事
を
提
供

し
て
き
た
経
験
を
有
し
て
い
ま
す
。
今
回

も
、
被
災
地
で
は
臨
時
に
炊
き
出
し
場
を

設
け
た
り
、
病
院
や
避
難
所
の
厨
房
を
借

り
て
ご
飯
を
炊
い
た
り
野
菜
を
炒
め
た
り

す
る
な
ど
し
て
、
被
災
地
の
人
た
ち
に
あ

つ
あ
つ
の
食
事
を
食
べ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
。
食
事
さ
れ
た
人
た
ち
は
み
な
喜
ん

で
、
口
々
に
慈
濟
人
た
ち
に
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
、「
精
進
料
理
が
こ
ん
な
に
美
味
し

い
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
と
讃
嘆
い
た

し
ま
し
た
。
現
地
の
気
温
は
と
て
も
寒
く
、

慈
濟
は
栄
養
の
あ
る
温
か
い
食
事
を
提
供

し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
高
品
質

の
衣
類
や
毛
布
を
持
参
し
て
、
被
災
者
の

人
た
ち
に
暖
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
公
的
機
関

に
対
し
て
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の

機
会
を
借
り
て
人
々
に
こ
の
よ
う
に
話
を

い
た
し
ま
し
た
。「
慈
濟
は
仏
教
団
体
な

の
で
、
だ
れ
に
で
も
一
律
に
精
進
料
理
を

振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
お
渡
し
し
て

い
る
マ
フ
ラ
ー
や
肩
掛
け
、
毛
布
は
い
ず

れ
も
資
源
回
収
に
よ
り
再
生
さ
れ
た
製
品

ば
か
り
で
す
。」
彼
ら
は
、
こ
う
し
て
人
々

に
救
援
物
資
の
由
来
を
知
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、
私
た
ち
が
推
進
し
て
い
る
精

進
料
理
や
資
源
回
収
に
よ
る
愛
の
心
を
表

明
い
た
し
ま
し
た
。
人
々
が
間
近
に
見
た

り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
慈
濟
が
い
か

に
人
々
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
か
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。

か
し
た
ら
こ
れ
に
よ
っ
て
長
期
ケ
ア
の

き
っ
か
け
を
作
っ
た
り
、
ま
た
支
援
の
方

向
性
を
ど
う
定
め
る
か
を
検
討
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
。自

然
界
の
調
子
が
乱
れ
て
い
る
今
、
私

は
常
に
心
を
苦
難
の
人
々
に
寄
せ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
世
界
各
地
の
慈
濟
人
が
苦
難

を
救
う
こ
と
に
感
謝
し
、
安
心
も
い
た
し

こ
の
世
の
無
常
に
直
面
し
て
、
私
た
ち

は
力
を
合
わ
せ
て
幸
せ
を
作
り
上
げ
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
慈
濟
人
は
被

災
地
に
入
り
、
現
地
の
人
た
ち
を
も
誘
っ

て
共
に
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
若
者
た
ち
も
招
集
し
て
同
じ
よ

う
に
活
動
し
て
も
ら
い
、
こ
う
し
て
多
く

の
人
間
菩
薩
を
生
み
出
し
て
、
人
々
の
た

め
に
尽
力
す
る
感
覚
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
の
で
す
。
活
動
で
得
た
も
の
は
疲
れ
で

は
な
く
喜
び
で
あ
り
、
こ
う
し
た
人
生
は

価
値
の
あ
る
も
の
で
す
。

日
本
政
府
及
び
日
本
の
民
間
の
人
々
も

ま
た
動
員
を
行
い
、
救
援
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
慈
濟
人
は
緊
急
支

援
の
段
階
を
い
っ
た
ん
終
ら
せ
、
そ
こ
で

現
地
の
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
支

援
物
資
の
点
検
を
行
い
、
被
災
し
た
人
々

の
家
を
訪
問
し
て
、
被
災
地
と
被
災
者
が

活
動
を
取
り
戻
す
手
助
け
を
し
ま
し
た
。

支
援
を
待
っ
て
い
る
孤
立
し
た
お
年
寄
り

の
方
が
い
た
り
、
一
人
親
家
庭
で
就
学
困

難
な
子
供
た
ち
が
い
た
り
し
た
場
合
、
私

た
ち
で
で
き
る
援
助
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
継
続
支
援
は
大
事
な
こ
と
で
、
も
し

上人開示

訳
/
金
子
昭

心
を
苦
難
に
寄
せ
、

率
先
し
て
善
を
行
い
ま
し
ょ
う

022024.04

■  青空とは対照的な石川県輪島市の被災した中心部の様子。写真 / 周利貞

て
お
り
ま
す
。
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
で
き
る
限
り
支
援
活
動
を
行

い
、
ま
た
台
湾
の
慈
濟
人
会
が
そ
の
後
方

支
援
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
機
会
に
、
人
々
の
愛
の
心
を
啓

発
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
力
が
い
っ
そ
う

増
大
し
、
私
た
ち
が
リ
レ
ー
を
重
ね
つ
つ

前
進
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

1
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令
和
六
年
能
登
半
島
的
地
震

發
生
後
，
證
嚴
上
人
隨
即
慈
示
賑
災

的
方
向
，
派
了
大
愛
臺
前
來
，
還
有

本
會
同
仁
無
私
無
我
的
陪
伴
指
導
，

讓
志
工
面
臨
挑
戰
的
時
候
，
有
依
靠

有
後
盾
勇
敢
向
前
邁
進
。
長
年
關
懷

日
本
會
務
的
志
工
陳
金
發
也
在
地
震

一
發
生
，
就
隨
時
陪
伴
督
促
，
提
醒

著
不
忘
上
人
的
大
悲
心
以
及
災
民
的

苦
。

人
人
大
躍
進 

處
處
有
溫
情

多
年
來
承
擔
人
文
真
善
美
以

及
雙
月
刊
編
輯
的
志
工
，
除
了
拿
筆

打
電
腦
，
這
次
超
越
個
人
，
還
要
拿

鍋
鏟
煮
大
鍋
飯
。
在
家
小
人
口
的
家

庭
主
婦
，
搖
身
一
變
成
為
提
供
二
百

人
熱
食
的
大
廚
。
其
中
，
有
二
十
四

歲
的
慈
青
學
長
姐
，
還
有
八
十
八
歲

的
慈
誠
，
也
都
挑
戰
成
功
，
圓
滿
達

成
任
務
。

第
二
階
段
的
賑
災
中
，
穴
水

醫
院
的
一
個
角
落
提
供
給
慈
濟
，
作

為
茶
屋
、
咖
啡
屋
的
場
地
，
用
來
跟

鄉
親
拉
長
情
擴
大
愛
。
志
工
輪
番
留

守
，
八
十
一
歲
的
志
工
張
好
，
長
時

間
的
駐
守
，
身
為
茶
道
老
師
的
她
，

泡
出
好
喝
的
靜
思
茶
，
博
得
好
評
，

在
穴
水
醫
院
有
很
多
粉
絲
。
慈
濟
咖

啡
屋
也
成
為
醫
護
與
病
患
的
談
心
紓

壓
的
溫
情
小
站
。

第
一
階
段
的
熱
食
發
放
後
，

第
二
階
段
展
開
了
以
工
代
賑
，
繼
續

供
應
熱
食
，
還
有
慈
濟
茶
屋
與
咖
啡

屋
的
展
開
，
許
多
的
溫
馨
故
事
在
充

滿
人
情
味
的
能
登
半
島
散
發
，
也
有

了
許
多
不
可
思
議
的
因
緣
。
鄉
親
常

常
會
帶
來
手
工
的
小
東
西
或
是
糖
果

餅
乾
，
來
跟
志
工
結
緣
。

還
有
一
批
年
輕
人
，
當
年
3

‧

1
1
賑
災
時
，
還
在
讀
書
、
留
學

的
他
們
，
全
力
協
助
當
時
賑
災
的
行

政
作
業
，
現
在
都
已
經
在
上
班
了
。

這
次
他
們
在
地
震
發
生
之
後
，
隨
即

協
助
賑
災
訊
息
的
彙
整
，
承
擔
起
第

一
階
段
的
勘
災
，
協
調
與
公
關
。

聽
說
有
可
能
發
放
見
舞
金
，
這
批
年

輕
人
隨
即
集
合
起
來
，
一
起
展
開
發

放
動
線
的
規
劃
，
對
整
個
賑
災
的
行

動
中
，
扮
演
了
非
常
重
要
的
助
力
。

共
緣
共
成
就 

能
登
信
願
行

踏
在
能
登
半
島
破
碎
的
道
路
，

面
對
白
米
千
枚
田
山
下
先
生
的
淚

珠
，
年
老
鄉
親
失
去
所
有
，
看
似
堅

忍
卻
茫
茫
無
所
從
，
志
工
該
如
何
陪

伴
？
能
給
予
什
麼
樣
的
力
量
？
能
陪

著
鄉
親
往
何
處
去
？

上
人
常
跟
弟
子
說
，
菩
薩
道

無
非
是
緣
苦
眾
生
，
緣
苦
的
出
路
，

就
是
發
菩
提
心
。
人
間
菩
薩
招
生
，

就
是
菩
薩
行
處
。
自
利
利
他
，
共
緣

成
就
，
才
能
人
人
安
住
，
這
樣
這
個

地
方
就
可
以
轉
成
福
地
。
從
這
一
大

事
因
緣
的
學
習
，
也
期
待
能
夠
對
受

災
的
鄉
親
有
再
更
進
一
步
的
援
助
，

如
何
拉
長
情
擴
大
愛
？
有
幾
個
願

景
：
一
是
素
食
的
推
動
。
上
人
常
說
：

﹁
非
素
不
可
，
非
推
不
可
﹂，
這
次
的

熱
食
發
放
，
鄉
親
吃
得
非
常
歡
喜
，

肯
定
素
食
的
好
處
，
藉
著
這
個
因

緣
，
透
過
大
哉
教
育
，
希
望
傳
達
上

人
守
護
地
球
的
大
願
，
也
藉
著
推
素

跟
鄉
親
搏
感
情
，
邀
約
大
家
共
善
。

二
是
慈
濟
醫
療
人
文
的
推
動
。
透
過

邀
請
陳
文
筆
醫
師
跟
島
中
院
長
，
還

有
這
次
提
供
給
我
們
住
宿
點
的
南
女

士
等
，
回
花
蓮
的
靜
思
精
舍
，
感

受
慈
濟
的
源
頭
的
力
量
，
同
時
也
邀

請
已
經
跟
我
們
很
熟
悉
的
醫
療
相
關

人
員
，
參
加
人
醫
會
年
會
，
彼
此
多

多
交
流
互
動
，
讓
慈
濟
的
醫
療
人
文

精
神
，
也
有
機
會
在
能
登
半
島
展
現

落
實
。三

是
新
芽
助
學
金
的
推
動
。

為
了
協
助
將
年
輕
人
留
在
這
塊
雖
然

破
碎
了
，
但
是
有
珍
貴
資
源
的
土

地
，
我
們
希
望
藉
著
新
芽
助
學
金
的

計
畫
，
讓
這
裡
的
年
輕
人
多
了
一
份

助
緣
，
幫
助
他
們
學
成
之
後
，
留
下

來
為
自
己
的
家
鄉
奮
鬥
打
拼
。  

在
日
本
這
個
地
震
非
常
頻
繁

的
島
國
，
人
人
應
該
要
有
警
世
的
覺

悟
，
記
取
教
訓
，
凝
聚
大
家
的
愛
，

緊
緊
貼
著
上
人
的
慈
悲
的
腳
步
，
做

上
人
要
做
的
事
，
愛
上
人
所
要
愛
的

人
，
大
家
合
和
互
協
互
相
疼
惜
，
以

佛
心
為
己
心
，
以
師
志
為
己
志
，
就

能
將
遺
落
在
能
登
與
日
本
各
地
的
菩

提
善
種
子
找
回
來
!

能
登
賑
災
報
導

從
第
一
階
段
難
行
能
行
，
在
惡
劣
的
天
氣
中
突
破
萬

難
提
供
熱
食
，
到
了
第
二
階
段
人
人
大
學
習
大
躍
進
。

這
一
大
事
因
緣
，
志
工
人
人
潛
能
被
開
發
出
來
，
而

各
功
能
組
也
大
成
長
大
換
位
。 撰

文
/
許
麗
香  

攝
影
/
慈
涓

人
人
無
我
大
因
緣

人
人
無
我
大
因
緣

■ 

1
島
中
院
長(

右
二)

每
天
都
會
來
打
招

呼
，
給
予
志
工
溫
馨
話
語
。
攝
影
/
周
利
貞

■ 

2
餐
餐
不
同
的
精
美
熱
食
，
溫
暖
鄉
親

的
身
心
。  

■ 

3
香
甜
熱
咖
啡
讓
忙
碌
的
醫
護
人
員
稍

憩
片
刻
。
攝
影
/
施
美
君

■ 

4
志
工
們
第
一
次
挑
戰
製
作
二
百
多
份
的

熱
食
。
攝
影
/
陳
靜
慧

4

3

2

1
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不
是
工
資 

是
一
份
祝
福

二
月
，
慈
濟
志
工
把
這
樣
的

構
想
向
穴
水
綜
合
醫
院
的
小
林
建
史

事
務
局
長
報
告
的
時
候
，
立
刻
得
到

他
的
支
持
，
當
下
他
便
打
電
話
協
助

慈
濟
志
工
聯
絡
募
集
當
地
受
災
鄉
親

婦
女
。二

月
十
六
日
，
慈
濟
志
工
在

穴
水
綜
合
醫
院
展
開
了
第
二
階
段
的

熱
食
發
放
，
這
一
天
也
是
歷
史
上
日

本
慈
濟
志
工
第
一
次
在
災
區
採
用

﹁
以
工
代
賑
﹂
的
方
式
來
進
行
賑
災

工
作
，
從
二
月
十
六
日
到
三
月
二
十

九
日
，
一
共
有
六
位
鄉
親
婦
女
來

參
加
，
幫
忙
洗
米
煮
飯
、
切
菜
、

靜
思

配
膳
、
善
後
等
工
作
。

每
一
位
前
來
參
與
的
鄉
親
婦

女
，
慈
濟
每
天
發
給
七
千
五
百
日
幣

的
補
助
金
。
起
初
，
院
方
擔
心
慈
濟

發
給
當
地
鄉
親
婦
女
的
金
額
，
大
幅

度
高
於
當
地
的
一
般
工
作
的
時
薪
。

慈
濟
志
工
跟
院
方
解
釋
，
這
並
不
是

﹁
工
資
﹂
，
而
是
一
份
祝
福
她
們
的

﹁
義
援
金
﹂，
同
時
也
希
望
藉
此
讓
他

們
可
以
開
始
走
向
自
立
、
復
興
之

路
。
上
人
指
導
慈
濟
志
工
的
這
一
份

精
神
理
念
，
深
深
的
得
到
了
院
方
的

認
同
與
感
動
。

天
搖
地
動 

無
常
在
瞬
間
來
臨

A
女
士
所
居
住
的
社
區
，
因

為
地
震
時
發
生
土
石
流
，
有
些
原
本

在
山
坡
上
的
房
屋
被
連
根
拔
起
，
沖

流
到
山
坡
下
馬
路
的
另
一
端
，
造
成

十
六
人
往
生
。
A
女
士
的
住
家
在
山

坡
下
，
受
到
地
震
及
土
石
流
的
影

響
，
被
判
斷
為
中
規
模
半
損
。
她

說
，
看
著
鄰
居
的
房
子
一
天
天
的

向
著
她
家
傾
斜
過
去
，
心
裡
想
著
，

好
不
容
易
才
剛
付
完
三
十
年
的
房

貸
，
卻
在
今
年
元
旦
的
天
搖
地
動
之

間
，
瞬
間
失
去
了
一
切
。
地
震
之
後

她
只
能
與
七
十
八
歲
的
先
生
，
以
及

兒
子
在
避
難
所
棲
身
。

在
﹁
以
工
代
賑
﹂
煮
熱
食
當

中
負
責
煮
飯
的
A
女
士
非
常
熱
心
，

除
了
自
己
參
加
之
外
，
也
邀
請
住
在

同
一
個
避
難
所
的
鄉
親
婦
女
參
加
。

聽
到
慈
濟
志
工
希
望
可
以
從
中
能
登

町
搬
到
距
離
穴
水
綜
合
醫
院
比
較
近

的
地
方
，
她
也
很
熱
心
的
到
處
詢
問

是
否
有
空
房
，
協
助
慈
濟
志
工
找
到

了
離
醫
院
十
五
分
車
程
的
住
處
。

住
在
同
一
個
社
區
的
B
女
士
，

是
第
二
次
受
災
的
鄉
親
。
在
二
〇
〇

七
年
的
能
登
半
島
地
震
時
，
她
不
只

失
去
了
家
園
，
當
時
經
營
的
小
餐
飲

店
也
因
受
災
而
結
束
營
業
。
隨
後
住

在
由
穴
水
町
蓋
的
町
營
住
宅
，
沒
想

到
這
一
次
的
地
震
，
也
因
為
土
石
流

而
再
次
失
去
了
家
園
。
有
一
天
下

午
，
她
與
A
女
士
帶
著
慈
濟
人
去
看

她
們
受
災
的
房
子
。

她
帶
著
志
工
在
住
家
附
近
訪

視
的
背
影
，
顯
得
非
常
的
孤
單
落

寞
。
平
時
的
B
女
士
非
常
豪
爽
親

切
，
在
參
與
﹁
以
工
代
賑
﹂
煮
熱
食

的
時
候
，
曾
經
有
餐
飲
經
驗
的
她
也

經
常
會
跟
其
他
鄉
親
婦
女
分
享
拿
菜

刀
、
切
菜
等
技
巧
。

借
力
使
力 

人
間
有
愛
結
好
緣

從
輪
島
市
門
前
町
前
來
參
加

﹁
以
工
代
賑
﹂
煮
熱
食
的
C
女
士
，

在
地
震
之
後
，
住
家
雖
也
有
損
壞
，

但
因
為
家
有
年
邁
雙
親
，
所
以
並
沒

有
到
避
難
所
，
而
是
選
擇
在
家
裡
避

難
。
在
地
震
發
生
的
半
年
前
，
她
曾

經
遭
遇
過
一
場
嚴
重
的
車
禍
，
一
度

是
半
身
癱
瘓
躺
在
病
床
上
的
她
，
堅

毅
的
做
復
健
，
好
不
容
易
恢
復
到
可

能
登
賑
災
報
導

撰
文
/
陳
思
道

1

3

4

■ 志工請教小林事務局長 (左二 )關於找當地鄉親「以工代賑」

協助熱食的食材準備。攝影 /鍾佳玲

以
工
代
賑 

借
力
使
力

以
工
代
賑 

借
力
使
力

以
回
到
穴
水
綜
合
醫
院
從
事
清
掃
工

作
的
時
候
，
卻
因
為
地
震
導
致
清
潔

公
司
無
法
正
常
運
作
，
她
又
面
臨
了

失
業
的
困
境
。

接
到
醫
院
通
知
她
說
慈
濟
有

﹁
以
工
代
賑
﹂
的
訊
息
，
她
不
假
思

索
的
報
名
參
加
了
。
家
裡
務
農
的

她
，
第
一
天
上
班
就
帶
來
了
她
父
親

種
的
原
木
香
菇
來
回
饋
慈
濟
志
工
。

車
禍
的
後
遺
症
，

導
致
她
無
法
久
站
，

但
她
依
然
全
程
參

加
了
為
期
長
達
六

週
的
﹁
以
工
代
賑
﹂

煮
熱
食
。

在
﹁
以
工
代

賑
﹂
煮
熱
食
結
束

之
後
，
慈
濟
志
工

繼
續
在
穴
水
綜
合

醫
院
，
開
始
了
另

一
階
段
的
﹁
以
工

代
賑
﹂
咖
啡
屋
服

務
。
雖
然
兩
階
段

的
﹁
以

工

代

賑
﹂

只
受
惠
了
六
位
當

地
鄉
親
婦
女
，
卻

今
年
一
月
一
日
發
生
在
能
登
半
島
的
強
震
，
不
僅
讓
許
多
當
地

鄉
親
失
去
家
園
，
也
有
許
多
人
因
此
而
失
業
。
一
月
十
三
日
起
，

慈
濟
志
工
到
災
區
之
一
的
穴
水
町
煮
熱
食
發
放
，
證
嚴
上
人
也

慈
示
慈
濟
志
工
，
可
以
用
﹁
以
工
代
賑
﹂
的
方
式
，
來
帶
動
當

地
受
災
鄉
親
婦
女
一
起
參
與
。

也
是
慈
濟
日
本
分
會
一
個
不
同
賑
災

方
式
的
新
嘗
試
與
學
習
。

鄉
親
的
投
入
，
讓
慈
濟
志
工

能
夠
借
力
使
力
，
在
能
登
半
島
的
大

地
上
學
習
付
出
，
借
用
當
地
的
善
緣

與
人
力
，
持
續
與
鄉
親
們
結
好
緣
，

也
期
待
為
當
地
帶
來
復
興
的
力
量
。

■ 與慈濟志工一起為受災鄉親們

準備食材。攝影 /吳惠珍
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二
〇
二
四
年
一
月
一
日
日
本

時
間
下
午
四
點
十
分
，
石
川
縣
發
生

芮
氏
規
模
7
.
6
的
淺
層
強
震
，
上

人
在
行
腳
期
間
即
刻
跟
日
本
分
會
連

線
關
懷
與
了
解
當
地
的
情
形
，
並
於

隔
日
再
次
視
訊
指
導
賑
災
方
向
。
日

本
分
會
於
第
一
時
間
立
即
啟
動
關
懷

鄰
近
法
親
安
危
、
蒐
集
各
方
訊
息
、

與
日
本
當
地
及
救
災
平
台
各
團
體
聯

繫
，
期
盼
能
盡
速
給
予
災
民
協
助
。

而
台
灣
內
政
部
也
在
地
震
當
天
啟
動

台
灣
國
家
搜
救
隊
準
備
前
往
日
本
進

行
救
援
，
並
來
電
通
知
本
會
準
備
首

批
後
勤
物
資
及
醫
療
物
資
援
助
救
災

工
作
。隨

著
時
間
推
進
，
一
則
則
觸

靜
思

目
驚
心
的
影
像
與
相
關
的
報
導
，
上

人
多
次
慈
示
與
叮
囑
，
在
遵
守
及
配

合
當
地
政
府
的
規
範
下
，
盡
量
給
予

協
助
與
關
懷
，
不
論
是
熱
食
、
加
厚

毛
毯
及
見
舞
金
的
發
放
，
還
有
透
過

以
工
代
賑
協
助
鄉
親
，
眼
睛
看
到

了
、
手
伸
得
到
、
腳
走
得
到
，
就
要

把
握
因
緣
給
予
幫
助
！

 
 
 
 

上
人
在
慈
示
中
以
身
示
教
，

從
不
想
會
不
會
做
太
多
？
只
牽
掛
對

有
需
要
的
人
幫
助
是
否
不
夠
？
並
殷

殷
叮
囑
大
家
，
要
開
闊
大
道
，
去
引

導
人
間
菩
薩
，
要
募
心
募
愛
，
要
提

高
亮
度
，
在
黑
暗
中
發
亮
，
要
能
看

到
火
金
姑
的
亮
度
，
就
要
﹁
群
﹂。

很
感
恩
在
第
一
及
第
二
階
段
的
熱
食

發
放
期
間
，
皆
有
機
會
隨
團
前
往
能

登
半
島
勘
災
、
拜
會
及
學
習
。
一

路
走
來
，
看
到
日
本
慈
濟
人
難
行
能

行
，
雖
與
上
人
隔
著
山
、
隔
著
海
，

面
對
不
同
國
情
、
文
化
與
災
後
環
境

的
種
種
考
驗
，
但
仍
秉
持
佛
心
師

志
，
以
無
比
的
信
心
願
力
力
行
上
人

的
指
導
。
從
一
開
始
在
缺
水
、
缺
食

材
、
道
路
難
行
、
大
風
大
雪
、
天
寒

地
凍
的
艱
困
環
境
下
，
合
和
互
協
克

服
種
種
考
驗
，
為
災
區
鄉
親
及
從
日

本
各
地
前
往
支
援
的
醫
護
專
業
人
員

送
上
第
一
碗
熱
食
、
奉
上
第
一
杯
熱

茶
，
以
誠
以
情
關
懷
、
膚
慰
鄉
親
，

將
慈
濟
人
的
﹁
感
恩
、
尊
重
、
愛
﹂

與
熱
情
帶
進
避
難
所
、
送
進
醫
院
，

溫
暖
了
鄉
親
們
的
身
心
，
更
為
當
地

帶
來
了
笑
聲
、
活
力
與
盼
望
。

第
二
階
段
除
了
提
供
每
日
別

出
心
裁
，
由
日
本
慈
濟
家
人
輪
流
承

擔
主
廚
，
結
合
志
工
與
以
工
代
賑
鄉

親
們
用
心
烹
煮
的
美
味
熱
食
外
，
更

在
島
中
院
長
的
大
力
支
持
下
，
設
置

了
慈
濟
咖
啡
屋
，
在
這
一
方
充
滿
慈

濟
人
文
氣
息
與
溫
暖
的
小
天
地
裡
，

慈
濟
人
與
各
方
醫
護
人
員
、
來
看
病

的
鄉
親
，
及
在
醫
院
外
支
援
公
共
浴

場
的
自
衛
隊
隊
員
們
結
了
一
份
更
深

的
情
與
緣
。
日
本
鄉
親
來
此
喝
杯

熱
飲
，
話
家
常
、
說
說
震
後
心
裡
的

擔
憂
與
面
對
的
壓
力
，
慈
濟
志
工

暖
心
地
傾
聽
、
陪
伴
與
分
享
上
人

的
法
，
大
家
在
此
猶
如
好
友
、
家
人

的
互
動
，
讓
醫
護
人
員
表
示
：
來
慈

濟
咖
啡
屋
已
成
為
每
日
必
定
的
日

常
，
若
是
沒
有
來
就
沒
有
元
氣
！

 
 
 
 

親
眼
目
睹
地
震
對
當
地
造
成

的
大
規
模
及
系
統
性
重
創
，
深
刻
感

受
到
上
人
及
佛
典
中
所
說
的
﹁
國
土

危
脆
﹂
及
四
大
不
調
的
強
大
力
量
，

也
讓
人
深
切
省
思
要
如
何
與
大
自
然

和
平
共
存
、
共
榮
。
在
探
訪
當
地
鄉

親
及
相
關
民
間
組
織
時
，
對
於
鄉
親

們
在
面
對
此
重
大
天
災
所
展
現
的
韌

性
、
想
要
重
建
復
興
家
園
的
企
圖

心
、
傳
統
里
山
里
海
友
善
環
境
與
自

然
共
榮
的
生
活
方
式
，
及
互
助
動
員

的
能
量
與
精
神
，
都
讓
人
深
感
敬
佩

與
感
動
！
在
與
縣
、
市
町
首
長
及
團

隊
洽
談
見
舞
金
發
放
事
宜
時
，
也
深

能
登
賑
災
報
導

撰
文
/
周
利
貞

■ 

志
工
輪
流
承
擔
主
持
，
用
心
烹
調
美

味
熱
食
。
攝
影
/
陳
文
絲

以
愛
傳
善 

真
情
相

以
愛
傳
善 

真
情
相

刻
感
受
到
走
過
的
路
必
留
痕
跡
，
當

團
隊
以
3
.
1
1
東
日
本
大
震
災
慈

濟
人
對
東
北
鄉
親
發
放
見
舞
金
的
援

助
為
例
，
進
行
介
紹
和
說
明
時
，
拜

會
過
程
出
乎
意
料
的
順
利
，
縣
市
町

首
長
們
都
表
示
大
為
感
動
與
感
恩
，

並
表
示
將
盡
力
協
助
圓
滿
發
放
。

 
 
 
 

面
對
慈
濟
志
工
真
誠
無
所
求

的
付
出
，
鄉
親
也
真
情
回
應
，
除
了

在
咖
啡
屋
的
留
言
本
上
寫
下
滿
滿
的

感
恩
與
心
意
外
，
還
不
時
帶
來
自
家

種
的
蔬
果
，
親
手
做
的
點
心
、
手
工

藝
品
，
及
當
地
的
特
色
名
產
等
與
志

工
們
分
享
，
更
在
四
月
三
日
花
蓮
發

生
大
地
震
後
，
與
日
本
各
地
友
人
同

在
第
一
時
間
表
達
關
切
與
慰
問
，
能

登
鄉
親
們
雖
然
仍
處
於
受
災
狀
況
，

卻
還
紛
紛
主
動
獻
出
愛
心
，
想
要
為

花
蓮
的
災
民
們
盡
一
份
心
力
。

就
如
上
人
慈
示
，
這
些
種
種

都
是
彼
此
互
助
，
善
循
環
的
體
現
，

捐
款
或
見
舞
金
實
為
一
種
表
達
誠
摯

關
懷
與
善
念
祝
福
的
形
式
，
台
灣
接

受
了
各
國
的
關
心
祝
福
，
也
誠
摯
期

由
於
能
登
半
島
老
年
人
口
比
例
很
高
，
上
人
對
此
亦
有
特
別
指

導
，
對
當
地
老
人
家
要
多
予
關
注
，
並
藉
此
因
緣
，
發
現
當
地

需
要
關
懷
與
協
助
的
對
象
，
長
期
陪
伴
，
並
接
引
凝
聚
當
地
善

的
力
量
，
期
待
之
後
能
持
續
關
懷
當
地
。

盼
日
本
能
夠
接
受
慈
濟
的
心
意
，
讓

我
們
於
國
際
間
相
互
扶
持
，
引
導
更

多
善
能
量
的
匯
聚
，
為
世
界
集
氣
，

祈
求
平
安
。
無
限
感
恩
日
本
慈
濟
家

人
全
員
啟
動
，
正
積
極
進
行
能
登
半

島
第
一
梯
次
見
舞
金
發
放
的
各
項
籌

備
工
作
，
相
信
這
股
善
與
愛
的
力

量
，
能
登
鄉
親
與
慈
濟
的
情
絆
將
源

遠
流
長
，
菩
提
種
子
將
遍
布
成
林
！

■ 在災難的地方也有溫馨的一角，慈濟咖啡屋在穴水綜合醫院長期提供熱飲，

給予醫護人員與鄉親話家常的園地。 攝影 /慈涓

絆絆
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撰文 /小野雅子■ 穴水町冥王星交流會館外臨時廚房，「朝日 TV

系列」午間新聞現場轉播熱食製作。攝影 /陳靜慧

牽絆 3‧11

一
月
十
二
日
慈
濟
日
本
分
會

志
工
兵
分
兩
路
，
一
團
前
往
能
登
半

島
賑
災
，
另
外
一
團
前
往
東
北
石
卷

市
及
東
松
島
市
，
為
舉
辦
因
疫
情
而

停
辦
四
年
的
祈
福
感
恩
會
。
東
北
這

兩
座
城
市
也
是
3
‧
1
1
東
北
大
地

震
時
慈
濟
發
放
見
舞
金
的
地
方
。

石
卷
市
市
長
齋
藤
正
美
聽
到

慈
濟
人
已
經
到
能
登
半
島
賑
災
，
隨

即
聯
絡
也
是
重
災
區
的
志
賀
町
的
議

員
寺
井
強
先
生
，
告
訴
他
來
自
臺
灣

的
慈
濟
，
在
3
‧
1
1
時
大
力
幫
助

東
北
災
區
，
現
在
正
在
能
登
半
島
災

區
煮
熱
食
，
如
果
慈
濟
有
需
要
時
請

給
予
協
助
。
石
卷
市
市
長
此
舉
也
為

志
賀
町
及
能
登
町
牽
起
與
慈
濟
的
一

份
因
緣
。

助
學
新
芽
播
善
種

3
‧
1
1
地
震
已
過
了
十
三

年
。
在
這
漫
長
的
復
興
之
路
，
各
縣

市
町
都
面
臨
到
年
輕
人
口
外
移
及
高

齡
化
的
問
題
，
如
何
讓
年
輕
人
回
歸

自
己
的
家
鄉
是
一
大
課
題
。
十
三
年

來
日
本
分
會
仍
持
續
關
懷
東
北
，
並

情依舊在

靜
思

於
二
〇
一
八
年
開
始
提
供
大
槌
町
新

芽
助
學
金
，
每
個
月
提
供
三
萬
日
圓

或
五
萬
日
圓
直
到
畢
業
為
止
，
今
年

多
增
加
了
氣
仙
沼
市
高
中
應
屆
畢
業

生
的
助
學
金
。

承
擔
祈
福
感
恩
會
司
儀
的
小

野
雅
子
當
年
也
投
入
3
‧
1
1
的
賑

災
，
她
說
：﹁
非
常
感
恩
能
參
與
東

北
災
區
新
芽
助
學
金
的
面
試
，
看
到

災
區
的
孩
子
，
內
心
滿
滿
的
感
動
與

不
捨
。
每
個
孩
子
都
有
他
們
的
無
奈

與
故
事
，
他
們
大
多
來
自
單
親
家

庭
，
在
困
苦
環
境
中
力
爭
上
游
，
學

業
與
運
動
方
面
都
有
非
常
優
異
的
表

現
。﹂

申
請
新
芽
助
學
金
的
學
生
們

儘
管
環
境
艱
難
，
但
朝
著
理
想
努
力

的
心
非
常
堅
定
。
面
試
過
程
中
，
看

到
佐
藤
同
學
成
績
優
秀
考
上
醫
學
大

學
的
藥
學
部
，
但
是
六
年
的
學
費
將

近
日
幣
一
千
萬
，
下
面
還
有
弟
弟
要

升
學
。
為
了
減
輕
母
親
的
負
擔
，
她

捨
棄
大
學
，
選
擇
就
讀
醫
療
方
面
的

專
門
學
校
，
三
年
畢
業
後
就
可
以
工

作
幫
助
家
計
。

心
在
家
鄉
願
夢
圓

村
上
同
學
有
三
個
弟
妹
，
媽

媽
在
便
利
商
店
擔
任
夜
班
工
作
，
所

以
他
放
學
回
家
後
，
除
了
學
業
之

外
，
還
要
幫
忙
做
家
事
、
照
顧
弟
妹

及
煮
晚
餐
，
因
而
對
烹
調
產
生
了
興

趣
，
練
出
一
手
好
廚
藝
，
將
來
想
回

到
家
鄉
當
日
本
料
理
的
廚
師
。

菊
田
同
學
成
績
名
列
前
茅
，

但
媽
媽
去
年
罹
患
癌
症
，
持
續
治
療

至
今
體
力
尚
未
恢
復
，
影
響
工
作
。

菊
田
努
力
讀
書
順
利
考
上
外
縣
市
國

立
大
學
，
今
後
除
了
學
費
之
外
還
有

生
活
費
的
開
支
，
希
望
慈
濟
能
夠
給

予
補
助
。
將
來
他
想
回
家
鄉
，
從
事

公
職
人
員
來
貢
獻
所
長
。

青
少
年
是
社
會
的
希
望
，
如

何
成
為
安
定
社
會
的
力
量
，
就
要
看

現
在
的
年
輕
人
。
氣
仙
沼
市
及
大
槌

町
面
試
新
芽
助
學
金
的
這
些
孩
子

們
，
在
困
難
的
環
境
中
努
力
翻
轉
自

己
的
人
生
，
將
來
也
想
回
饋
家
鄉
，

實
在
可
以
作
為
時
下
青
少
年
的
典

範
。

3
‧
1
1
地
震
時
，
慈
濟
提

供
東
北
三
縣
將
近
十
萬
戶
受
災
災
民

見
舞
金
，
現
在
仍
幫
助
災
區
的
學
子

們
圓
夢
，
為
家
鄉
的
復
興
之
路
盡
一

分
力
。
雖
然
孩
子
們
對
於
3
‧
1
1

地
震
不
太
有
印
象
，
可
是
這
次
能
登

半
島
地
震
，
對
他
們
內
心
有
很
大
的

衝
擊
，
在
面
試
時
可
以
感
受
到
一
股

力
量
及
希
望
。
慈
濟
人
期
待
他
們
都

是
飽
滿
的
種
子
，
在
不
久
的
將
來
可

以
發
芽
、
茁
壯
，
看
到
東
北
的
災
區

欣
欣
向
榮
。

能
登
賑
災
結
善
緣

能
登
地
震
後
，
許
多
日
本
媒

體
來
到
災
區
採
訪
，
日
本
官
員
們
也

前
來
慰
問
鄉
親
。
小
野
雅
子
在
此
次

賑
災
中
承
擔
協
調
與
公
關
的
工
作
，

她
把
握
因
緣
在
很
短
的
時
間
內
，
介

紹
慈
濟
是
來
自
臺
灣
的
慈
善
團
體
，

從
一
月
十
三
日
開
始
就
在
穴
水
町
做

熱
食
發
放
。

石
川
縣
馳
浩
知
事
，
以
及
日

本
公
明
黨
的
山
口
主
席
都
對
慈
濟
所

做
感
到
驚
艷
。
當
他
們
知
道
慈
濟
人

體
恤
避
難
者
以
年
長
者
居
多
，
食
材

都
切
成
小
塊
，
以
及
煮
得
較
軟
讓
年

長
者
容
易
吃
，
都
很
感
動
，
特
地
到

志
工
在
室
外
的
小
廚
房
來
表
達
感
謝

之
意
，
不
斷
地
跟
志
工
們
敬
禮
。

來
採
訪
的
N
H
K
媒
體
及
報

社
也
被
志
工
體
恤
災
民
的
心
感
動
，

不
斷
地
道
謝
。
大
家
到
災
區
都
不
容

易
，
因
為
沒
地
方
用
餐
感
到
飢
腸
轆

轆
，
但
是
當
志
工
邀
請
採
訪
的
媒
體

一
同
品
嚐
熱
食
，
他
們
卻
堅
決
表

示
，
熱
食
是
給
災
民
吃
的
，
他
們
不

能
夠
吃
。
讓
人
不
禁
對
他
們
的
敬
業

精
神
感
到
敬
佩
。

能
登
半
島
同
樣
面
臨
人
口
外

移
及
高
齡
化
的
問
題
，
慈
濟
人
期
待

將
來
在
中
長
期
的
支
援
活
動
中
，
也

能
提
供
新
芽
獎
助
學
金
，
幫
助
災
區

培
育
人
才
、
造
福
家
鄉
。
地
震
後
的

復
原
之
路
很
漫
長
，
除
了
硬
體
建
設

外
，
如
何
撫
慰
受
災
者
的
心
靈
，
以

及
幫
助
孩
子
們
身
心
健
康
地
成
長
，

是
慈
濟
人
努
力
的
目
標
。

■ 

日
本
公
明
黨
的
山
口
主
席(

中)

前
來
道
感
恩
後
合
影
。
攝
影
/
林
裴
菲

■ 

志
工
於
氣
仙
沼
市
舉
行
新
芽
助
學
金

面
試
。
攝
影
/
小
野
雅
子
提
供

能
登
賑
災
報
導
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撰
文
/
陳
靜
慧  

攝
影
/
周
利
貞

日
本
分
會
能
登
賑
災
活
動
，
從

一
月
的
第
一
階
段
開
始
，﹁
香
積
主

廚
﹂
以
有
經
驗
的
志
工
為
主
，
二
月

的
第
二
階
段
考
量
志
工
人
力
有
限
，

啟
動
﹁
人
人
主
廚
﹂，
所
以
﹁
素
人

主
廚
﹂
從
地
湧
出
，
志
工
在
高
度

壓
力
下
，
依
然
難
行
能
行
。
但
不
論

哪
個
時
候
，
唯
一
不
變
的
是
，
每

日
變
化
的
菜
單
，
都
是
志
工
費
盡

腦
汁
與
心
力
的
結
晶
，
希
望
顧
及

營
養
、
健
康
、
美
味
，
用
一
碗
熱
食
，

帶
給
鄉
親
溫
暖
的
膚
慰
。

驚
見
蔬
食
的
力
量

第
一
階
段
在
冥
王
星
交
流
會

館
的
熱
食
發
放
時
，
一
位
有
田
女
士

說
：﹁
在
避
難
所
避
難
，
飯
糰
與
泡

麵
是
常
備
的
食
物
，
但
是
沒
想
到
能

吃
到
這
麼
好
吃
的
熱
食
。
慈
濟
的
熱

食
蔬
菜
與
蛋
白
質
都
很
夠
，
真
是
太

幸
福
了
。﹂
每
日
來
拿
熱
食
，
看
到

志
工
親
切
的
態
度
與
笑
容
，
令
她
心

生
歡
喜
。
有
一
日
向
志
工
道
感
恩

時
，
她
哽
咽
了
，
志
工
嚇
一
跳
趕
忙

安
慰
，
她
馬
上
解
釋
，﹁
這
是
高
興

的
眼
淚
﹂，
是
熱
食
讓
她
的
心
情
開

朗
了
，
也
從
中
得
到
了
力
量
。

有
天
她
興
奮
地
指
著
嘴
巴
說
：

﹁
吃
了
幾
天
慈
濟
的
熱
食
，
口
內
炎

竟
然
好
了
，
真
是
不
可
思
議
！
﹂
志

工
也
感
染
了
她
的
喜
悅
。﹁
熱
食
如

藥
膳
﹂
真
能
療
癒
身
心
。

第
二
階
段
在
穴
水
醫
院
，
大

愛
臺
記
者
採
訪
了
島
中
院
長
，
請

問
他
對
慈
濟
熱
食
的
感
想
，
他
說
：

﹁
當
然
是
非
常
的
棒
，
妳
看
院
內
不

是
常
常
大
排
長
龍
嗎
？
想
起
地
震
後

常
拿
到
的
那
兩
顆
小
小
冷
冷
的
飯
糰

…
…

直
到
慈
濟
來
煮
了
熱
食
，
笑
容

才
回
到
大
家
的
臉
上
，
當
我
第
一
次

拿
到
那
一
碗
熱
食
時…

…

﹂
這
時
，

院
長
停
下
來
靜
默
無
語
。
之
後
他
拿

下
了
眼
鏡
，
用
手
擦
著
眼
睛
說
：﹁
慈

濟
人
太
令
人
感
動
了
。﹂

聞
香
而
來
的
鄉
親

前
來
醫
院
覆
診
的
鄉
親
們
，

只
要
碰
上
熱
食
發
放
時
間
，
常
會
聞

香
而
來
，
也
常
聽
鄉
親
們
說
：﹁
慈

濟
的
蔬
食
很
好
吃
，
青
菜
很
多
、
蛋

超
越

確定二月前往穴水町煮熱食時，有志工提議每人煮一

餐跟當地鄉親結緣，鼓勵拿出煮給家人吃的那份充滿

愛的心，相信人人都會能承擔，然而每人要輪流承擔

「主廚」，還真是極大的挑戰。

確定二月前往穴水町煮熱食時，有志工提議每人煮一

餐跟當地鄉親結緣，鼓勵拿出煮給家人吃的那份充滿

愛的心，相信人人都會能承擔，然而每人要輪流承擔

「主廚」，還真是極大的挑戰。

■ 

熱
食
有
形
，
志
工
的

愛
無
形
，
長
長
的
隊
伍
綿

延
著
慈
濟
人
真
誠
的
愛
。

攝
影
/
慈
涓

第
一
階
段
四
個
梯
次
的
賑
災

是
從
一
月
十
三
日
開
始
提
供
第
一
餐

熱
食
，
在
仍
然
混
亂
狀
態
的
重
災

區
，
從
住
宿
、
人
力
、
交
通
、
備
菜
、

鍋
具
到
水
電
等
都
不
斷
面
臨
挑
戰
，

沒
想
到
隔
天
起
又
增
加
一
個
發
放
地

點
，
因
此
所
有
的
人
都
要
面
臨
多
重

挑
戰
。例

如
：
許
多
人
首
次
挑
戰
煮

一
百
、
二
百
甚
至
三
百
人
次
的
熱

食
，
有
人
第
一
次
挑
戰
業
務
用
超

級
大
電
鍋
煮
百
人
白
飯
；
有
人
第
一

次
拿
菜
刀
、
拿
鍋
鏟
；
也
有
人
第
一

次
挑
戰
開
中
型
巴
士
。
其
中
，
人
文

真
善
美
志
工
也
面
臨
了
極
大
的
課

題
！

所
幸
，
在
人
人
自
媒
體
時
代
，

科
技
的
方
便
解
決
了
記
錄
時
人
手
不

足
的
問
題
，
在
運
作
上
得
到
了
很
多

的
突
破
。
首
先
是
年
輕
人
來
補
位
。

人
人
手
機
的
時
代
，
大
家
以
手
機
取

代
照
相
機
、
錄
影
機
，
年
輕
人
學
得

快
，
技
術
好
，
體
力
佳
，
每
一
位
幾

乎
都
是
行
政
兼
司
機
、
總
務
，
再
補

位
照
相
、
錄
影
，
晚
上
還
一
起
熬
夜

做
簡
報
，
真
正
多
功
能
！

其
次
是
雲
端
支
援
的
力
量
。

賑
災
開
始
後
，
為
了
知
道
災
區
的
第

一
線
狀
況
，
多
個
部
會
的
家
人
們
成

立
了
雲
端
群
組
。
如
何
即
時
送
回
訊

息
？
看
到
前
線
的
困
難
，
東
京
志
工

情
義
相
挺
，
主
動
開
始
幫
忙
簡
報
初

稿
；
臺
灣
大
愛
臺
家
人
專
業
相
挺
，

只
要
前
線
可
以
用
手
機
送
回
錄
影
畫

面
，
就
可
以
設
法
完
成
當
日
的
新

聞
。

此
外
，
臺
灣
北
區
人
文
真
善

美
家
人
也
加
入
群
組
，
協
助
簡
報
製

作
，
更
提
供
他
們
的
經
驗
，
建
議
把

相
片
與
圖
說
，
儲
存
在
群
組
的
記
事

本
中
可
方
便
存
取
、
備
查
、
修
改
補

充
，
大
量
的
訊
息
才
不
會
日
期
混
亂

與
被
淹
沒
，
這
個
建
議
對
前
線
的
訊

息
保
留
與
傳
送
幫
助
很
大
。

感
恩
本
會
各
處
室
的
家
人
都

同
在
群
組
中
隨
時
關
注
與
陪
伴
。
只

是
歷
史
每
分
每
秒
都
在
發
生
，
永
遠

是
記
不
完
、
寫
不
完
，
該
以
什
麼
為

重
點
？
宗
教
處
同
仁
來
到
災
區
陪
伴

時
，
也
親
自
帶
來
了
上
人
的
關
心
祝

福
與
方
向
，
與
我
們
一
起
投
入
，
一

起
補
位
，
一
起
熬
夜
。

﹁
見
舞
金
的
錢
會
用
完
，
但
是

人
與
人
的
﹁
絆
﹂
︵
情
︶
會
留
下
。

原
來
，
﹁
大
慈
悲
與
覺
有
情
﹂
就
是

記
錄
的
方
向
，
也
是
我
們
生
命
的
方

向
。
本
會
家
人
柔
軟
堅
實
的
陪
伴
，

凝
聚
了
大
家
的
心
，
讓
日
本
志
工
知

道
要
珍
惜
此
時
、
此
刻
、
此
地
的
因

緣
。
有
各
方
的
愛
與
支
援
，
讓
我
們

在
困
難
中
，
人
人
挑
戰
也
超
越
自
己

的
極
限
！

人
人
開
發
潛
能

在
這
次
的
能
登
賑
災
行
動
中
，
日
本
分
會
以
少
少
的

人
力
應
戰
，
人
人
都
要
各
顯
﹁
神
通
﹂，
常
常
是
不
能

也
要
能
，
不
會
也
要
會
，
過
程
中
人
人
也
因
此
能
夠

自
我
超
越
，
潛
能
大
開
發
。

■ 慈青高晙喆 ( 右 ) 不只做真善美，還會幫忙總務，晚上還得一起熬夜做簡報。

靜
思

志
工
的
挑
戰
1

挑
戰
極
限

挑
戰
極
限

撰
文
/
慈
涓

超
越

香
積
組

香
積
組
的

2

志
工
的
挑
戰

志
工
的
挑
戰

能
登
賑
災
報
導
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靜
思

慈
濟
日
本
分
會
人
文
教
室
在
期
末
發

表
會
結
束
後
，
迎
來
了
春
假
，
人
文

教
室
的
幾
位
教
育
志
工
們
也
在
三
月

二
十
二
日
搭
上
新
幹
線
，
踏
上
能
登

半
島
賑
災
之
行
。

雖
然
災
區
煮
熱
食
是
此
行
的

主
要
目
的
，
但
﹁
除
了
供
餐
，
我
們

還
能
為
當
地
鄉
親
做
些
什
麼
呢
？
﹂

﹁
是
不
是
可
以
用
音
樂
來
鼓
舞
人

心
？
﹂
在
得
到
可
能
可
行
的
回
覆
後
，

於
是
帶
著
小
提
琴
出
發
了
。

抵
達
的
隔
天
，
通
過
穴
水
醫

院
小
林
事
務
長
的
聯
繫
，
三
月
二
十

三
日
有
機
會
在
醫
院
旁
的
老
人
照
護

中
心
﹁
あ
ゆ
み
の
里
﹂
舉
辦
一
場
小

型
音
樂
會
。
原
本
就
有
關
懷
社
區
老

人
院
經
驗
的
這
幾
位
志
工
們
得
知
這

個
好
消
息
，
經
過
簡
單
排
練
後
，
立

刻
就
上
場
了
。

用
音
樂
搭
起
情
誼
的
橋
樑

以
數
曲
〈
赤
と
ん
ぼ
︵
紅
蜻

蜓
︶〉、〈
夕
焼
け
小
焼
け
︵
晚
霞
漸

淡
︶〉、〈
上
を
向
い
て
歩
こ
う
︵
昂

首
向
前
走
︶〉…

…

等
老
人
家
們
熟

悉
的
童
謠
、
年
輕
時
代
歌
曲
，
一
邊

以
小
提
琴
伴
奏
，
一
邊
帶
動
現
場
近

四
十
位
老
爺
爺
老
奶
奶
一
同
歌
唱
，

氣
氛
十
分
歡
樂
與
熱
烈
，
有
一
位
老

奶
奶
開
心
地
說
：﹁
好
久
沒
能
唱
到

這
些
懷
念
的
歌
曲
了
！
﹂
最
後
用
︿
愛

與
關
懷
﹀
的
歌
曲
手
語
，
作
為
這
個

活
動
的
尾
聲
，
希
望
將
慈
濟
的
大

愛
，
跨
越
國
境
傳
到
大
家
的
心
中
，

並
祈
願
大
家
平
安
，
遠
離
苦
難
。
臨

行
前
，
還
有
老
奶
奶
拉
著
志
工
的

手
，
不
停
說
著
：﹁
謝
謝
！
﹂
此
刻

不
捨
與
感
動
的
淚
水
充
滿
了
彼
此
眼

眶
。

擔
任
小
提
琴
演
奏
的
志
工
黃

韻
璇
提
到
，
因
為
家
人
支
持
，
讓
她

此
次
能
到
穴
水
町
盡
一
分
心
力
。
證

白
質
很
豐
富
。﹂
每
個
人
都
吃
光
光
，

看
著
那
紅
通
通
滿
足
的
笑
臉
，
志
工

們
會
心
一
笑
。

有
位
住
在
輪
島
市
的
門
前
町

的
病
患
山
崎
女
士
，
志
工
看
她
吃
完

熱
食
便
上
前
問
候
聊
天
，
得
知
她
家

是
大
規
模
半
損
，
與
先
生
種
植
香
菇

維
生
，
現
在
房
子
壞
了
年
紀
大
了
，

她
不
知
道
未
來
該
怎
麼
辦
？

突
然
間
院
長
走
過
來
，
她
趕

忙
起
身
打
招
呼
：﹁
院
長
對
不
起
喔
，

我
吃
了
，
晚
上
才
開
始
減
重
啊
﹂，

突
來
的
告
白
讓
院
長
駐
足
﹁
哎
呀
，

就
在
剛
剛
才
跟
妳
提
醒
要
減
重
，
妳

竟
跑
來
這
裡
，
還
吃
了…

…

﹂
院
長

指
著
她
笑
著
輕
斥
，
她
趕
緊
保
證
：

﹁
晚
上
一
定
少
吃
，
就
是
被
香
味
引

誘
來
的
嘛
！
﹂
因
患
有
心
臟
病
，
院

長
殷
殷
叮
嚀
減
重
，
但
熱
食
的
香
味

讓
她
忍
不
住
聞
香
而
來
。
她
感
恩
慈

濟
人
煮
熱
食
，
這
熱
熱
的
一
碗
，
暖

到
心
裡
。

素
人
大
廚
從
地
湧

因
不
捨
受
災
鄉
親
，
志
工
蘇

美
菁
跟
公
司
請
假
前
來
付
出
，
上
班

族
的
她
，
平
時
只
煮
自
己
食
用
的

量
，
但
一
聽
到
上
人
的
呼
籲
，
感
同

身
受
這
麼
冷
的
天
，
需
要
一
碗
熱

食
膚
慰
，
於
是
與
姊
姊
井
田
音
心
、

哥
哥
蘇
建
華
結
伴
前
來
行
善
。
哥
哥

在
3‧

1
1
時
曾
多
次
前
往
東
北
賑

災
，
此
次
能
登
賑
災
，
知
道
了
日
本

分
會
缺
司
機
與
廚
師
，
專
程
前
來
協

助
。

有
位
大
阪
志
工
勇
於
承
擔
四

次
主
廚
，
平
時
只
煮
二
人
餐
的
她
，

克
服
恐
懼
，
且
在
大
家
的
協
助
下
順

利
完
成
任
務
，
令
她
非
常
高
興
。
還

有
另
外
一
位
志
工
，
原
本
就
經
常
補

位
協
助
，
第
二
階
段
的
熱
食
發
放
時

更
承
擔
了
三
次
主
廚
。
更
有
志
工
構

思
色
香
味
俱
全
的
台
灣
味
韓
式
拌

飯
，
每
道
菜
由
一
位
志
工
負
責
，
且

做
到
零
廚
餘
，
真
如
菩
薩
湧
現
膚
慰

苦
難
。看

到
幾
位
沒
有
主
廚
經
驗
的

志
工
也
交
出
亮
麗
的
一
餐
，
真
善
美

志
工
也
決
定
承
擔
一
次
主
廚
。
廚
藝

不
佳
，
戰
戰
兢
兢
，
從
前
一
天
晚
上

試
做
，
在
大
家
認
可
下
信
心
大
增
。

原
本
以
為
可
以
美
美
登
場
，
無
奈
現

場
變
化
多
，
與
試
做
時
相
差
甚
遠
，

最
後
在
資
深
志
工
的
協
助
下
驚
險
過

關
。
過
程
中
，
協
助
切
菜
的
志
工
們

有
人
切
菜
切
到
手
起
水
泡
，
有
人
是

腰
酸
背
痛
，
大
家
迅
速
協
助
的
那
份

心
令
人
感
動
，
有
承
擔
才
有
進
步
，

是
此
行
大
家
最
大
的
收
穫
。

靜
思

溫
馨
音
樂
會 

溫
馨
音
樂
會 

一
場
在
穴
水
町

一
場
在
穴
水
町

撰
文
/
陳
詩
萍

■  

志
工
黃
韻
璇

(

右

)

在
町
立
老
人

療
養
設
施
﹁
あ
ゆ
み
の
里
﹂
互
動
時
，

演
奏
小
提
琴
。
攝
影
/
吳
惠
珍

嚴
上
人
說
：
﹁
能
付
出
愛
心
就
是

福
。
﹂
她
覺
得
能
在
慈
濟
跟
著
大
家

一
起
付
出
良
能
，
真
的
很
感
恩
也
很

有
福
。一

直
在
社
區
老
人
院
關
懷
的

志
工
陳
佩
思
說
：﹁
有
了
大
家
的
陪

伴
，
也
因
為
受
到
老
人
家
們
熱
情
的

歡
迎
，
讓
原
本
忐
忑
不
安
的
心
，
瞬

間
能
平
靜
下
來
與
他
們
互
動
。﹂

也
是
擁
有
音
樂
專
長
的
志
工

陳
玲
韻
則
分
享
，﹁
一
期
一
會
﹂
的

因
緣
，
更
能
體
會
到
上
人
常
說
的

﹁
把
握
當
下
﹂。
發
放
熱
食
，
是
與
醫

護
人
員
結
下
一
份
善
緣
；
與
老
人
家

們
互
動
，
則
是
彌
補
自
己
長
年
不
在

父
母
親
身
旁
的
遺
憾
。
雖
說
付
出
無

所
求
，
但
卻
是
收
穫
滿
滿
。

因
為
地
震
牽
起
了
這
次
的
賑

災
緣
分
，
也
藉
由
音
樂
拉
近
了
彼
此

的
心
，
看
到
大
家
的
笑
容
，
志
工
們

覺
得
一
切
都
值
得
了
！
也
希
望
這
份

愛
與
善
的
循
環
能
綿
綿
不
斷
。

的

■ 1 志工余瓊珠 ( 右 ) 勇於承擔主廚

四次，勇氣可嘉。攝影 /施美君

■ 2 來就診的鄉親感恩慈濟人，熱熱

的一碗，暖到心了。攝影 /吳惠珍

■ 3 協助切菜的志工們有人切菜切到

手起水泡，有人是腰酸背痛，大家迅

速協助的那份心令人感動。

攝影 /施美君

12

3

能
登
賑
災
報
導
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令
和
六
年
、
能
登
半
島
地
震
直

後
、
證
嚴
上
人
は
災
害
支
援
の
方
向

性
を
示
し
、
直
面
す
る
困
難
の
中
で

も
日
本
分
會
の
メ
ン
バ
ー
は
安
心
し

て
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
陳
金
発
氏
は
、
地
震
発
生

後
、
直
ぐ
に
日
本
分
會
へ
駆
け
付
け
、

監
督
と
指
導
を
担
い
、
被
災
者
の
苦

し
み
と
上
人
の
思
い
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
と
言
葉
を
重
ね
ま
し
た
。

 前
へ
進
み
至
る
場
所
に
温
も
り
を

長
年
、
会
報
の
編
集
担
当
を
し

て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
マ
ウ
ス

と
パ
ソ
コ
ン
に
変
え
て
、
大
き
な
へ

ら
と
鍋
で
料
理
を
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。 

い
つ
も
は
家
庭
を
支
え
る
主

婦
が
、
二
〇
〇
人
に
食
事
を
提
供
す

る
シ
ェ
フ
と
な
り
、
そ
の
中
に
は
二

靜
思

十
四
歳
の
慈
青
、
八
十
八
歳
の
慈
誠

と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
も
い
ま
し
た
。

第
二
次
活
動
で
は
穴
水
総
合
病

院
の
一
角
を
借
り
、
皆
さ
ん
と
交
流

す
る
場
と
し
て
慈
濟
珈
琲
館
を
開
き

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー

が
交
代
で
対
応
、
八
十
一
歳
の
張
好

さ
ん
は
長
期
間
現
地
に
滞
在
し
美
味

し
い
静
思
茶
を
淹
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
病
院
内
で
も
評
判
と
な
り
、
多
く

の
方
が
お
茶
を
飲
み
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
慈
濟
珈
琲
館
は
、
医
師
や
患

者
た
ち
の
心
の
安
ら
ぎ
や
語
ら
い
の

場
と
な
っ
た
の
で
す
。

第
一
次
活
動
の
温
か
い
食
事
の

提
供
、そ
し
て
第
二
次
活
動
で
は
「
以

工
代
賑
」（
活
動
対
価
を
活
用
し
た

自
立
支
援
）
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
含
め
た
温
か
い
食
事
の
提
供
、
慈

濟
珈
琲
館
も
継
続
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
心
温
ま
る
会
話
が
広
が
り
、
不

思
議
な
因
縁
も
あ
り
ま
し
た
。
現
地

の
皆
さ
ん
と
慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
絆
も
深
ま
り
、
手
作
り
小
物
や
お

菓
子
を
持
参
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
3
.
1
1

東
日
本
大
震
災
の
支
援
活
動
の
時
は

ま
だ
学
生
で
、
大
学
に
通
い
な
が
ら

活
動
の
事
務
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
。
今
は
社
会
人
と
し
て
働
き
な

が
ら
、
能
登
の
震
災
直
後
か
ら
支
援

情
報
の
取
り
ま
と
め
を
手
伝
い
、
調

査
、
調
整
、
広
報
の
第
一
段
階
を
担

い
ま
し
た
。 

支
援
活
動
と
し
て
現
金

支
給
の
可
能
性
が
打
診
さ
れ
る
と
直

ぐ
に
集
ま
り
配
布
ル
ー
ト
の
計
画
概

要
を
作
成
、
支
援
活
動
全
般
で
と
て

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

 共
に
願
い
共
に
成
長
す
る

能
登
半
島
の
壊
れ
か
け
た
道
の

上
で
、
被
災
し
た
白
米
千
枚
田
を
前

に
涙
を
流
す
山
下
氏
を
見
な
が
ら
、

全
て
を
失
い
、
行
く
先
の
見
え
な
い

ご
高
齢
の
人
達
へ
慈
濟
人
は
ど
の
よ

う
に
寄
り
添
う
事
が
で
き
る
の
か
、

ど
ん
な
力
を
与
え
る
事
が
で
き
る
の

か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

上
人
は
常
に
弟
子
た
ち
へ
、
菩

薩
の
道
は
苦
悩
す
る
衆
生
を
助
け
、

縁
を
結
ん
で
い
く
も
の
で
あ
り
、
苦

悩
か
ら
抜
け
出
す
道
と
は
菩
提
心
を

養
う
こ
と
だ
と
説
き
ま
す
。
世
の
中

で
衆
生
と
縁
を
結
ぶ
こ
と
は
、
菩
薩

の
歩
む
道
で
あ
り
、
そ
れ
は
他
人
を

助
け
る
こ
と
で
も
あ
り
、
自
分
を
助

け
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
で
、
共
に
良
い
こ
と

を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
人
々
は
心
が
安
ら
ぎ
、
誰
も
が
互

い
を
助
け
合
え
る
場
所
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
大
事
か
ら
学
び
、
被
災

さ
れ
た
人
達
に
更
な
る
支
援
を
提
供

し
、
ど
の
よ
う
に
愛
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
菜
食
主
義
の
推
進
：
　

上
人
は
常
々
「
菜
食
を
普
及
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
葉
に

し
ま
す
。
今
回
、
現
地
の
皆
さ
ん
に

温
か
い
料
理
を
喜
ん
で
食
べ
て
頂
き

■ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
謝
玉
潔
（
右
）
は
情
報

計
画
概
要
を
作
成
す
る
。
写
真
/
盧
建
安

能
登
震
災
報
道

記
悪
天
候
の
中
、
困
難
な
状
況
を
進
み
、
支
援
活
動
と
し
て
温

か
い
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
第
一
次
活
動
か
ら
、
現

地
の
方
々
と
互
い
に
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
た
第
二
次
活
動
を

実
施
。
こ
れ
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
潜
在
能
力
が
更
に
開
花

し
、
各
役
割
チ
ー
ム
も
成
長
し
ま
し
た
。

訳
/
王
譽
蓁  

文
/
許
麗
香

人
々
の
無
私
と
因
縁

人
々
の
無
私
と
因
縁

菜
食
の
良
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
か
ら
私
達
は
学
び
、
上

人
の
「
地
球
を
守
り
た
い
」
と
い
う

大
願
を
広
め
る
と
と
も
に
、
菜
食
の

普
及
を
通
じ
て
現
地
の
方
と
絆
を
築

き
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
よ
う
声
掛
け
し
ま
す
。

　
慈
濟
医
療
人
文
交
流
と
推
進
：

　
七
尾
病
院
陳
文
筆
医
師
、
穴
水
総

合
病
院
島
中
院
長
、
さ
ら
に
宿
舎
を

提
供
し
て
頂
い
た
南
さ
ん
を
台
湾
花

蓮
の
精
舎
へ
招
き
、
慈
濟
の
源
を
体

験
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
親
交
の

あ
る
医
療
関
係
者
を
慈
濟
医
師
会
の

年
次
総
会
へ
招
待
し
交
流
を
深
め
る

こ
と
で
、
慈
濟
の
医
療
人
道
精
神
を

能
登
半
島
で
発
揮
し
、
実
践
す
る
機

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　「
新
芽
助
学
金
」
の
推
進
：
　

貴
重
な
資
源
を
持
つ
こ
の
土
地

に
震
災
後
で
も
若
者
が
残
れ
る
よ
う

に
、
私
た
ち
は
「
新
芽
奨
学
金
」
を

通
じ
て
若
者
た
ち
に
更
な
る
支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
、
学
業
を
終
え
た
後

に
も
故
郷
へ
残
り
、
故
郷
の
た
め
に

働
く
た
め
の
手
助
け
を
考
え
ま
す
。 

 

地
震
の
多
発
す
る
島
国
で
あ
る

日
本
で
、
皆
が
世
の
中
を
知
り
、
教

え
を
忘
れ
ず
、
皆
の
愛
を
ひ
と
つ
に

し
、
上
人
の
慈
悲
の
歩
み
を
忠
実
に

守
り
、
上
人
の
思
い
を
実
行
し
、
誰

も
が
人
を
思
い
や
り
、
協
力
し
合
い
、

互
い
を
大
切
に
し
、
仏
の
心
を
我
が

も
の
と
し
、
そ
の
御
心
を
理
解
す
れ

ば
、
能
登
や
日
本
各
地
に
い
る
菩
提

の
善
の
種
を
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

■ ボランティアは雪の降る中、大きな鍋を洗い

温かい食事の為の支度をした。写真 / 余瓊珠
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給
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん

こ
れ
は
祝
福
で
す

二
月
、
慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

上
人
の
考
え
を
穴
水
総
合
病
院
の
小

林
建
史
事
務
局
長
に
提
案
す
る
と
、

す
ぐ
に
支
持
を
得
ら
れ
、
被
災
地
の

人
達
に
声
を
か
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
し
た
。

二
月
十
六
日
、
慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
穴
水
総
合
病
院
で
二
回
目
の
温

か
い
食
事
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
日
、初
め
て
日
本
の
慈
濟
は
「
以

工
代
賑
」
を
採
用
し
て
震
災
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
二
十
九
日
ま
で
、
町
内
の
女
性
六

人
が
こ
の
活
動
に
参
加
し
、
食
事
の

準
備
、
片
付
け
な
ど
を
手
伝
い
ま
し

た
。活

動
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は

七
千
五
百
円
／
日
の
補
助
金
を
渡
し

ま
し
た
。
当
初
、
病
院
は
慈
濟
が
支

払
う
金
額
が
地
元
の
一
般
的
日
給
よ

り
も
大
幅
に
高
い
こ
と
を
懸
念
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
給
料
」
で

は
な
く
、
彼
ら
が
自
立
と
復
興
を
為

す
た
め
に
渡
し
た
「
慈
善
基
金
」
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
病
院
の
方
も

理
解
し
、
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
地
が
揺
れ

無
常
は
一
瞬
に
訪
れ
る

活
動
に
参
加
さ
れ
た
被
災
者
の

ひ
と
り
、
A
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
集

落
で
は
地
震
で
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、
山
は
崩
れ
家
は
倒
壊
し
道
路
の

反
対
側
に
流
れ
落
ち
、
十
六
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
池
崎
さ
ん
の
自
宅

は
山
麓
に
あ
り
、
地
震
や
土
砂
崩
れ

の
被
害
を
受
け
、
中
規
模
半
壊
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。
隣
の
家
が
少
し
ず

つ
自
分
の
家
に
向
か
っ
て
傾
き
、
三

十
年
間
の
ロ
ー
ン
を
や
っ
と
完
済
し

た
家
を
、
今
年
の
元
旦
、
一
瞬
で
失

い
ま
し
た
。
地
震
の
後
、
彼
女
は
七

十
八
歳
の
夫
と
息
子
と
共
に
避
難
所

で
暮
ら
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
な
か
で

池
崎
さ
ん
は
料
理
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
、
同
じ
避
難
所
で
生
活
し
て

い
る
主
婦
た
ち
に
も
呼
び
か
け
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
慈
濟
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
動
の
起
点
と
し
て
い
た

中
能
登
町
よ
り
穴
水
総
合
病
院
に
近

い
場
所
へ
の
移
転
を
考
え
て
い
た

時
、
空
き
家
を
探
し
て
下
さ
り
、
病

院
か
ら
十
五
分
の
距
離
の
物
件
を
見

つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

A
さ
ん
と
同
じ
区
に
住
ん
で
い

る
B
さ
ん
は
、
二
度
目
の
被
災
で
し

た
。
二
〇
〇
七
年
の
能
登
半
島
地
震

で
自
宅
と
経
営
し
て
い
た
レ
ス
ト
ラ

ン
を
無
く
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
穴

水
町
営
住
宅
へ
移
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
も
今
回
の
地
震
で
再
び
失
い
ま

し
た
。
B
さ
ん
は
と
て
も
優
し
人
で
、

活
動
の
な
か
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経

験
を
活
か
し
て
包
丁
の
持
ち
方
や
野

能
登
震
災
報
道

訳
/
朱
家
成
　
文
/
陳
思
道

■ 1 エブロンとエコ食器を渡すスタッフ。写真 / 施美君

「
以
工
代
賑
」
を

活
用
し
た
支
援
活
動

■  被災地の人達も一緒に

ボランティア活動に参加。

写真 / 陳文絲

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
、
能
登
半
島
で
発
生
し
た
強
い
地
震
に

よ
り
多
く
の
人
が
家
を
失
く
し
、
職
を
失
い
ま
し
た
。 

一
月
十
三

日
か
ら
慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
穴
水

町
に
赴
き
、
温
か
い
食
事
を
提
供
し
ま
し
た
。
證
嚴
上
人
は
「
以

工
代
賑
」
の
方
法
（
活
動
対
価
を
活
用
し
た
支
援
活
動
）
で
被

災
地
の
人
た
ち
も
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
、
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

■ 2 長年にわたり使ってない珈琲ショップを、ボランティア

達は心を込めて掃除をする。写真 / 施美君

1

2

1
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菜
の
切
り
方
な
ど
、
皆
さ
ん
に
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

あ
る
日
の
午
後
、
小
林
さ
ん
と

A
さ
ん
は
、
慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

共
に
被
害
を
受
け
た
家
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
倒
壊
し
た
家
を
見
な
が
ら

ふ
た
り
が
と
て
も
寂
し
そ
う
に
見
え

ま
し
た
。

得
意
を
活
か
し
　
良
い
縁
を
築
く

輪
島
市
門
前
町
か
ら
通
い
「
以

工
代
賑
」
へ
参
加
し
て
い
る
坂
下
さ

ん
は
、
自
宅
は
被
災
し
て
い
る
が
高

齢
の
両
親
の
こ
と
を
考
え
避
難
所
に

は
行
か
ず
、
自
宅
避
難
と
し
て
い
ま

し
た
。
彼
女
は
地
震
の
半
年
前
に
交

通
事
故
に
遭
い
、
一
時
は
車
椅
子
生

活
と
な
り
ま
し
た
が
、
病
院
で
の
リ

ハ
ビ
リ
を
経
て
よ
う
や
く
、
穴
水
総

合
病
院
で
清
掃
員
と
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
地
震
に
よ

り
清
掃
会
社
が
通
常
営
業
で
き
な
く

な
り
、
彼
女
は
再
び
失
業
し
て
い
ま

靜
思

し
た
。

そ
の
時
、病
院
か
ら
「
以
工
代
賑
」

の
話
を
聞
き
、
迷
わ
ず
申
し
込
み
ま

し
た
。
坂
下
さ
ん
の
家
は
農
家
で
、

仕
事
初
日
に
は
彼
女
の
父
親
が
栽
培

し
た
原
木
キ
ノ
コ
を
持
っ
て
き
ま
し

た
。
彼
女
は
後
遺
症
の
影
響
で
長
時

間
立
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
六
週
間
の
「
以
工
代

賑
」
を
し
っ
か
り
努
め
ま
し
た
。

「
以
工
代
賑
」
で
の
活
動
が
終
了

し
た
後
、
慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
引

き
続
き
穴
水
総
合
病
院
で
の
カ
フ
ェ

運
営
を
続
け
ま
し
た
。
第
二
次
活
動

で
の
「
以
工
代
賑
」
は
地
元
の
女
性

六
人
だ
け
の
参
加
で
し
た
が
、
慈
濟

日
本
分
會
に
と
っ
て
は
災
害
救
援
方

法
に
お
け
る
新
た
な
試
み
で
あ
り
、

大
き
な
学
び
で
し
た
。

地
元
の
方
の
参
加
、
そ
れ
は
慈

濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
地
元
の
方
の
力

を
借
り
て
そ
の
土
地
に
貢
献
し
、
そ

の
善
意
と
力
を
活
用
し
て
地
元
と
の

良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
地
元
へ

能
登
震
災
報
道

■ 小林事務局長とボランティアは慈濟カフェで一息つきます。写真 / 施美君

復
興
の
力
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
四
年
午
後
四
時
十
分
に

石
川
県
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
.
6

の
浅
い
強
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
上

人
は
、
巡
行
中
す
ぐ
に
日
本
支
部
と

連
絡
を
取
り
、
現
地
の
状
況
を
気
遣

い
、
理
解
し
た
上
で
、
翌
日
に
再
度

ビ
デ
オ
通
話
で
救
援
の
方
向
性
を
指

導
し
ま
し
た
。
慈
濟
日
本
支
部
は
、

す
ぐ
に
近
隣
の
会
員
の
安
全
を
気
遣

い
、
各
方
面
か
ら
の
情
報
を
集
め
、

日
本
の
現
地
団
体
や
救
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
団
体
と
連
絡
を
取
り
、

被
災
者
に
速
や
か
に
援
助
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
行
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

台
湾
内
政
部
は
、
地
震
が
発
生
し
た

日
に
台
湾
国
家
救
助
隊
を
動
員
し
、

日
本
に
救
援
に
向
か
う
準
備
を
進

め
、
当
会
に
物
資
の
調
達
・
輸
送
等

に
必
要
な
情
報
を
共
有
し
、
医
療
物

資
の
援
助
を
準
備
す
る
よ
う
通
知
し

ま
し
た
。

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
衝
撃
的

な
映
像
な
ど
関
連
報
道
が
次
々
と
な

さ
れ
、
上
人
の
慈
し
み
の
教
え
と
忠

告
を
繰
り
返
し
受
け
て
、
私
た
ち
は
、

能
登
半
島
は
高
齢
者
の
割
合
が
高
い
た
め
、
上
人
は
、
地
元
の

高
齢
者
に
多
く
の
注
意
を
払
う
よ
う
に
と
特
に
指
導
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
縁
を
通
じ
て
長
期
間
に
わ
た
り
地
元
の
善
良
な

力
を
結
集
し
た
、
継
続
的
な
ケ
ア
を
期
待
し
ま
し
た
。

■ 穴水町のさわやか交流館プルートでは

温かい織女を提供している。写真 /吳惠珍

訳
/
岩
村
益
典
　
文
/
周
利
貞

愛
と
善
意
の
輪
を
広
げ

真
心
で      

を
伝
え
る

絆絆
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能
登
震
災
報
道

1

3

4

地
元
政
府
の
規
定
を
遵
守
し
協
力
し

な
が
ら
、
最
大
限
の
援
助
と
配
慮
を

提
供
し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
温

か
い
食
事
、
厚
い
毛
布
、
お
見
舞
い

金
の
提
供
、そ
し
て
「
以
工
代
賑
」（
活

動
対
価
を
活
用
し
た
救
済
活
動
）
を

通
じ
て
被
災
者
を
支
援
す
る
な
ど
、

目
で
見
え
、
手
が
届
き
、
足
で
行
け

る
と
こ
ろ
は
、
機
会
を
掴
ん
で
援
助

を
提
供
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

上
人
は
、
自
身
の
言
動
を
通
じ

て
教
え
を
示
し
、
必
要
な
人
々
へ
の

援
助
が
十
分
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
わ
た
し
た
ち
す
べ
て
に
対
し
て
、

大
き
な
道
を
開
き
、
人
間
の
菩
薩
を

導
く
こ
と
、
心
と
愛
を
募
り
、
明
る

さ
を
高
め
、
暗
闇
の
中
で
光
を
放
つ

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

火
金
姑
（
火
の
精
）
の
明
る
さ
を
見

る
た
め
に
は
、「
グ
ル
ー
プ
」
が
必

要
な
の
で
す
。

    

感
恩
。
第
一
次
活
動
と
第
二
次

活
動
の
温
か
い
食
事
の
提
供
期
間
中

に
、
能
登
半
島
を
訪
問
し
、
災
害
状

況
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
道
の
り
で
、
山
や
海
で
上

人
と
隔
て
ら
れ
、
異
な
る
国
情
、
文

化
、
災
害
後
の
環
境
へ
の
さ
ま
ざ
ま

な
試
練
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
日
本

の
慈
濟
人
が
困
難
な
道
を
進
む
こ
と

が
で
き
、
仏
の
心
と
師
の
志
を
持
っ

て
、
上
人
の
指
導
に
従
っ
て
行
動
す

る
信
念
と
意
志
を
維
持
し
ま
し
た

水
や
食
材
が
不
足
し
、
道
路
が

通
行
困
難
で
、
強
風
や
大
雪
、
寒
さ

が
厳
し
い
環
境
下
で
、
団
結
し
て
協

力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
乗
り
越

え
、
災
害
地
の
人
々
や
日
本
全
国
か

ら
支
援
に
来
た
医
療
専
門
家
に
最
初

の
温
か
い
食
事
や
お
茶
で
、
心
か
ら

の
思
い
や
り
と
慰
め
を
提
供
し
ま
し

た
。
慈
濟
人
の
「
感
謝
、
尊
重
、
愛
」

と
情
熱
を
避
難
所
や
病
院
に
持
ち
込

み
、
人
々
の
身
体
と
心
を
温
め
、
地

元
に
笑
顔
、
活
力
、
希
望
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

第
二
次
活
動
で
は
、
日
本
の
慈

濟
家
族
が
交
代
で
主
任
シ
ェ
フ
を
務

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
地
元

の
人
々
が
心
を
込
め
て
調
理
し
た
美

味
し
い
温
か
い
食
事
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
穴
水
総
合
病
院
の
島
中

院
長
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
で

慈
濟
カ
フ
ェ
を
設
立
し
ま
し
た
。
慈

濟
の
人
間
風
味
と
温
か
さ
が
満
ち
た

被
災
地
に
、
慈
濟
人
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
、
患
者
、
医
院
外
の
公
共
浴
場
で

支
援
す
る
自
衛
隊
員
と
の
深
い
絆
が

結
ば
れ
ま
し
た
。
地
元
の
人
々
が
こ

こ
で
温
か
い
飲
み
物
を
飲
み
、
家
庭

の
話
を
し
た
り
、
地
震
後
の
心
配
や

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
話
し
た
り
す
る
の

を
、
慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
耳
を

傾
け
上
人
の
法
を
共
有
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
交
流
は
、
ま
る
で
友
人
や

家
族
の
よ
う
で
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は

「
毎
日
慈
濟
カ
フ
ェ
に
来
る
こ
と
が

日
常
に
な
っ
て
い
て
、
来
な
い
と
元

気
が
出
ま
せ
ん
」
と
言
い
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
上
人
や
仏
教

経
典
に
語
ら
れ
て
い
る
「
国
土
の
脆

さ
」
と
四
大
不
調
和
の
強
大
な
力
を

深
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
と

ど
の
よ
う
に
平
和
に
共
存
し
、
共
栄

す
べ
き
か
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
現
地
の
地
元
の
人
々
や
関
連

す
る
市
民
団
体
を
訪
問
し
て
、
彼
ら

が
こ
の
大
き
な
自
然
災
害
に
対
し
て

示
す
抵
抗
力
、
家
庭
を
再
建
し
よ
う

と
す
る
意
志
、
伝
統
的
な
山
里
海
沿

い
の
自
然
と
共
栄
す
る
生
活
様
式
、

そ
し
て
相
互
支
援
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

精
神
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
県
や
市
の
リ
ー
ダ
ー
と
チ
ー

ム
と
の
見
舞
金
配
布
の
議
論
を
通
じ

て
、
歩
ん
だ
道
に
は
必
ず
足
跡
が
残

る
、
と
深
く
感
じ
ま
し
た
。
チ
ー
ム

が
3
.
1
1
東
日
本
大
震
災
で
の
慈

善
活
動
を
例
に
挙
げ
、
紹
介
と
説
明

を
行
い
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
予
想
外

に
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。
県
や

市
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
感
動
と
感
謝

を
表
し
、
全
力
で
見
舞
金
の
配
布
を

支
援
す
る
と
約
束
し
ま
し
た
。

    

被
災
地
の
人
々
は
、
慈
濟
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
真
心
か
ら
く
る
見
返
り

を
求
め
な
い
奉
仕
に
、
感
謝
と
心
か

ら
の
御
礼
を
示
し
ま
し
た
。
慈
濟
カ

フ
ェ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ノ
ー
ト
に
感
謝

の
言
葉
や
心
か
ら
の
想
い
を
書
き
留

め
る
だ
け
で
な
く
、
自
家
製
の
野
菜

や
果
物
、
手
作
り
の
お
菓
子
や
工
芸

品
、
地
元
の
名
産
品
な
ど
を
持
っ
て

き
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
分
け
合
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
四
月
三
日
、
花
蓮

で
大
地
震
が
発
生
し
た
際
に
は
、
日

本
中
の
友
人
と
一
緒
に
す
ぐ
に
心
配

と
慰
め
の
言
葉
を
伝
え
、
被
災
者
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
元
の
人
々

は
自
発
的
に
愛
を
示
し
、
花
蓮
の
被

災
者
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
と

語
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
互

い
に
助
け
合
い
、
善
循
環
を
実
現
す

る
も
の
で
あ
り
、
寄
付
金
や
見
舞
金

は
真
摯
な
関
心
と
善
意
の
祝
福
を
表

現
す
る
形
で
あ
り
、
台
湾
は
各
国
か

ら
の
祝
福
を
受
け
入
れ
、
ま
た
、
日

本
が
慈
濟
の
意
志
を
受
け
入
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
が
国
際
的
に
互
い
に
支

え
合
い
、
よ
り
多
く
の
善
良
な
エ
ネ

■ 1被災地の病院のスタッフは菜食料理の食材に

興味深々です。写真 /吳惠珍

ル
ギ
ー
を
引
き
寄
せ
、
世
界
に
平
安

を
祈
る
た
め
の
力
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
日
本
の
慈
濟
全
メ
ン

バ
ー
が
、
能
登
半
島
で
の
最
初
の
見

舞
金
の
配
布
の
準
備
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
善
意
と
愛
の
力
、

能
登
の
地
元
の
人
々
と
慈
濟
の
絆
は

永
遠
に
続
き
、
菩
提
の
種
は
広
が
り

続
け
、
森
に
な
る
で
し
ょ
う
！

見
舞
い
金
の
提
供
、
そ
し
て
「
以

工
代
賑
」（
活
動
対
価
を
活
用
し
た

救
済
活
動
）
を
通
じ
て
被
災
者
を
支

援
す
る
な
ど
、
目
で
見
え
、
手
が
届

き
、
足
で
行
け
る
と
こ
ろ
は
、
機
会

を
掴
ん
で
援
助
を
提
供
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
す

べ
て
に
対
し
て
、
大
き
な
道
を
開
き
、

人
間
の
菩
薩
を
導
く
こ
と
、
心
と
愛

を
募
り
、
明
る
さ
を
高
め
、
暗
闇
の

中
で
光
を
放
つ
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
火
金
姑
（
火
の
精
）

の
明
る
さ
を
見
る
た
め
に
は
、「
グ

ル
ー
プ
」
が
必
要
な
の
で
す
。

    

1

2

3

■ 2 避難所の被災の方々が台湾の震災を聞き逆に

募金を集めて寄付してくれた。写真 /榆井春菊

■ 3 被災地の皆様より頂いたお礼の品々。

写真 / 日本分會提供

靜
思
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訳・文 /小野雅子3‧11 の絆

一
月
十
二
日
、
慈
濟
日
本
分
會

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
能
登

半
島
へ
の
救
援
活
動
に
向
か
い
、
も

う
一
つ
は
東
北
の
石
卷
市
と
東
松
島

市
に
向
か
い
、
四
年
間
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
に
中
断
し
て
い
た
祈
り
と
感
謝

の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

東
北
の
都
市
は
、
3
・
1
1
東
北
大

地
震
の
際
に
慈
濟
が
見
舞
金
を
提
供

し
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

新
芽
奨
学
金
は
善
の
種
を
撒
く

3
・
1
1
の
地
震
か
ら
既
に
十

三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
長
い

復
興
の
道
の
り
で
、
各
県
市
町
は
若

者
の
流
出
と
高
齢
化
の
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
若
者
を
自
分
た
ち
の

故
郷
に
戻
す
方
法
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
十
三
年
間
、
日
本

分
會
は
東
北
を
支
援
し
続
け
て
お

り
、二
〇
一
八
年
か
ら
大
槌
町
に
「
新

芽
奨
学
金
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
気
仙
沼
市
の
高
校
卒
業
生
へ

の
助
学
金
も
提
供
す
る
こ
と
に
な
り

未だに情は
変わりません

ま
し
た
。

祈
り
と
感
謝
の
会
の
司
会
を
務

め
た
小
野
さ
ん
は
、
3
・
1
1
の
救

援
活
動
に
も
参
加
し
て
お
り
、
彼
女

は
こ
う
述
べ
ま
し
た
。「
東
北
の
被

災
地
で
新
芽
奨
学
金
の
面
接
に
参
加

で
き
て
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
子
供
た
ち
を
見
て
、
心
か

ら
の
感
動
と
悲
し
み
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
に
は
彼
ら
な

り
の
苦
労
や
物
語
が
あ
り
ま
す
。
彼

ら
の
多
く
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
家

庭
か
ら
来
て
お
り
、
困
難
な
環
境
の

中
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
学
業
や
ス

ポ
ー
ツ
の
成
績
も
非
常
に
優
れ
て
い

ま
す
。

新
芽
奨
学
金
を
申
請
す
る
学
生

た
ち
は
、
環
境
が
厳
し
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
理
想
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

心
が
非
常
に
強
い
で
す
。
面
接
の
過

程
で
、
佐
藤
さ
ん
は
成
績
が
優
れ
て

お
り
、
医
学
大
学
の
薬
学
部
に
合
格

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
六
年
間
の
学

費
が
約
一
千
万
円
に
も
上
り
、
さ
ら

に
弟
も
進
学
す
る
予
定
で
す
。
母
親

の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
大
学
を

断
念
し
、
医
療
関
連
の
専
門
学
校
に

進
学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
三

年
後
に
卒
業
し
、
す
ぐ
に
仕
事
を
始

め
て
家
計
を
助
け
る
予
定
で
す
。

心
は
故
郷
に
　
夢
を
叶
え
る

村
上
さ
ん
に
は
三
人
の
弟
妹
が

い
ま
す
。
母
親
は
コ
ン
ビ
ニ
で
夜
勤

を
し
て
お
り
、
村
上
さ
ん
は
放
課
後

に
家
に
帰
る
と
、
学
業
以
外
に
も
家

事
を
手
伝
っ
た
り
、
弟
妹
の
世
話
を

し
た
り
、
夕
食
を
作
っ
た
り
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
料
理

に
興
味
を
持
ち
、
手
際
の
良
い
料
理

の
技
術
を
身
に
つ
け
、
将
来
は
故
郷

で
日
本
料
理
の
シ
ェ
フ
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

菊
田
さ
ん
は
成
績
が
優
秀
で
す

が
、
母
親
が
昨
年
癌
に
患
い
、
治
療

を
続
け
て
い
る
た
め
体
力
が
ま
だ
回

復
し
て
お
ら
ず
、
仕
事
に
も
影
響
が

出
て
い
ま
す
。
菊
田
さ
ん
は
一
生
懸

命
に
勉
強
し
、
無
事
に
県
外
の
国
立

大
学
に
合
格
し
ま
し
た
が
、
学
費
以

外
に
も
生
活
費
が
必
要
で
あ
り
、
慈

濟
か
ら
の
支
援
を
希
望
し
て
い
ま

す
。
将
来
、
彼
は
故
郷
に
戻
り
、
公

務
員
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
は
社
会
の
希
望
で
あ
り
、

安
定
し
た
社
会
を
築
く
力
に
な
る
か

は
、
今
の
若
者
次
第
で
す
。
気
仙
沼

市
と
大
槌
町
で
新
芽
奨
学
金
の
面
接

を
受
け
た
こ
れ
ら
の
子
供
た
ち
は
、

困
難
な
環
境
の
中
で
自
ら
の
人
生
を

立
て
直
す
た
め
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
将
来
故
郷
に
恩
返
し
を
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
現
代
の
青
少
年
の

模
範
と
し
て
本
当
に
立
派
で
す
。

3
・
1
1
地
震
の
際
、
慈
濟
は

東
北
の
三
県
に
約
十
万
世
帯
の
被
災

者
に
見
舞
金
を
提
供
し
ま
し
た
。
現

在
も
、
被
災
地
の
学
生
た
ち
の
夢
を

叶
え
る
た
め
に
支
援
を
続
け
、
故
郷

の
復
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
子
供

た
ち
は
3
・
1
1
地
震
に
つ
い
て
あ

■ 

気
仙
沼
市
で
行
わ
れ
た
新
芽
奨
学
生

の
面
接
の
様
子
。
写
真
/
小
野
雅
子
提
供

能
登
賑
災
報
導

ま
り
記
憶
し
て
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
能
登
半
島
の
地

震
は
彼
ら
の
心
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
、
面
接

の
時
に
そ
の
力
強
さ
と

希
望
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
慈
濟
人

は
彼
ら
全
員
が
健
全
な

種
子
で
あ
る
と
期
待
し

て
お
り
、
近
い
将
来
に

芽
を
出
し
て
、
東
北
の

災
害
地
域
が
再
び
活
気

が
溢
れ
る
様
子
を
見
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

能
登
の
救
援
で
善
縁
を

結
ぶ能

登
半
島
地
震
後
、

多
く
の
日
本
の
メ
デ
ィ

ア
が
災
害
地
域
を
取
材

に
訪
れ
、
日
本
の
政
府

関
係
者
も
被
災
者
を
慰

問
し
ま
し
た
。
小
野
さ
ん
は
こ
の
救

援
活
動
で
調
整
と
広
報
の
仕
事
を
担

■ 1 月 18 日、屋外に臨時設置されたキッチンで、

NHK 放送が慈濟炊き出しのことを取材。写真 / 呉惠珍
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当
し
、
短
期
間
で
機
会
を
つ
か
み
、

慈
濟
が
台
湾
か
ら
の
慈
善
団
体
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
一

月
十
三
日
か
ら
穴
水
町
で
炊
き
出

し
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

石
川
県
の
知
事
で
あ
る
馳
浩
氏
、

そ
し
て
日
本
公
明
党
の
山
口
主
席

も
慈
濟
の
行
動
に
感
動
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
慈
濟
が
被
災
者
に
思
い
や

り
を
持
っ
て
接
し
、
高
齢
者
が
多

い
こ
と
を
配
慮
し
て
食
材
を
細
か

く
切
り
、
柔
ら
か
く
調
理
し
て
食

べ
や
す
く
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
と
き
、
特
に
感
動
し
、
屋
外
に

臨
時
の
キ
ッ
チ
ン
で
活
動
す
る
慈

濟
人
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
何
度

も
礼
を
し
ま
し
た
。

N
H
K
と
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア

の
取
材
も
、
慈
濟
人
が
被
災
者
に

対
す
る
心
配
り
に
感
動
し
、
繰
り

返
し
感
謝
の
意
を
示
し
ま
し
た
。

災
害
地
域
へ
の
取
材
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
事
の
場
所
が

な
く
て
空
腹
を
感
じ
て
い
る
中
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
取
材
に
来
た
メ

デ
ィ
ア
に
熱
い
食
事
を
提
供
す
る

際
、
メ
デ
ィ
ア
側
は
強
く
「
熱
い

食
事
は
被
災
者
の
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
自
分
た
ち
は
食
べ
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
断
り
ま
し
た
。
そ

の
姿
勢
に
、
私
た
ち
は
彼
ら
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
精
神
を
尊

敬
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

能
登
半
島
も
若
者
の
流
出
と
高

齢
化
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
慈
濟
は
、
今
後
も
中
長
期

の
支
援
活
動
で
新
芽
助
学
金
を
提

供
し
、
災
害
地
域
の
人
材
育
成
に

貢
献
し
、
故
郷
に
恩
返
し
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
地
震
後

の
復
興
は
長
い
道
の
り
で
す
が
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な
く
、
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
や
、
子
供
た
ち

の
心
身
の
健
康
な
成
長
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
、
慈
濟
の
人
々
の

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

靜
思

■ 1 石川県知事である馳浩氏 ( 後中 ) は感謝の意を表しました。写真 / 日本分會

■ 2 石巻渡波公民館で「祈福感恩会」を開催しました。写真 /李月鳳

今
回
の
能
登
地
震
で
、
日
本
支

部
は
、
多
く
は
な
い
人
数
で
対
応

し
、
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
特
技
」

を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
き
な
い
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
知
ら
な
い
こ
と

も
知
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
下
で
全
員
が
自
己
を

超
え
、
潜
在
能
力
を
大
い
に
発
揮

し
ま
し
た
。

第
一
段
階
と
し
て
、
一
月
十
三

日
か
ら
最
初
の
温
か
い
食
事
を
提

供
し
ま
し
た
。
ま
だ
混
乱
し
て
い

る
被
災
地
で
は
、
住
宿
、
人
手
、

交
通
、
食
材
の
準
備
、
調
理
器
具
、

水
道
・
電
気
な
ど
、
様
々
な
面
で

挑
戦
が
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

翌
日
か
ら
予
想
外
に
食
事
の
配
布

場
所
が
ひ
と
つ
増
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
は
、
さ
ら
に
多
く
の
困
難

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
多
く
の
人
が
初
め
て

一
〇
〇
人
、
二
〇
〇
人
、
さ
ら
に
は

三
〇
〇
人
分
の
温
か
い
食
事
を
つ

く
る
挑
戦
を
し
ま
し
た
。
業
務
用

の
超
大
型
の
電
気
炊
飯
器
で
百
人

分
の
ご
は
ん
を
炊
く
人
も
い
れ
ば
、

初
め
て
包
丁
や
フ
ラ
イ
パ
ン
を
使

う
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
型

バ
ス
の
運
転
に
挑
戦
を
す
る
人
も

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
人
間
の

真
善
美
を
志
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

大
き
な
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
現
代
は
技
術

が
記
録
を
取
る
際
の
人
手
不
足
の

問
題
を
解
決
し
、
運
用
面
で
従
来

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
実
現
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
若
者
が
そ
の
役
割

を
補
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
一
人
一
台
持
つ
時
代
で
、
皆
が

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
代
わ

り
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
ま

す
。
若
者
は
学
習
が
早
く
、
技
術

が
優
れ
て
お
り
、
体
力
も
あ
り
ま

す
。
彼
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
が
行
政

事
務
と
運
転
手
、
総
務
を
兼
任
し
、

さ
ら
に
写
真
撮
影
や
ビ
デ
オ
撮
影

も
担
当
し
ま
す
。
夜
は
一
緒
に
徹

夜
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

人間の真善美と
自我の超越

ボランティアの挑戰 1

訳 /岩村益典   文 / 陳靜慧

■  多くのボランティアが初めて 200 人以上の食事をつくる事に挑戦しました。更に、

台湾本部の職員たちもスマートフォンを使い記録の手伝いをしました。写真 / 施美君

能
登
震
災
報
道
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■ 電気の炊飯器が壊れ何度も炊飯失敗後、ガスコンロで直火炊飯しやっと白ご飯が上手く

炊け、やっとホッと出来ました。写真 / 陳靜慧

作
成
し
ま
す
。
ま
さ
に
マ
ル
チ
作

業
で
す
！

次
に
、
ク
ラ
ウ
ド
の
サ
ポ
ー
ト

の
力
が
あ
り
ま
す
。
災
害
救
助
が

始
ま
っ
た
後
、
最
前
線
の
状
況
を

知
る
た
め
に
、
複
数
の
部
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
ク
ラ
ウ
ド
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
し

て
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
送
り

返
す
か
？
東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
前
線
の
困
難
を
見
て
、
積
極
的

に
初
稿
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
手
伝
い
始
め
ま
し
た
。

台
湾
大
愛
の
ス
タ
ッ
フ
が
専
門

的
に
支
援
し
、
前
線
か
ら
携
帯
で

録
画
映
像
を
送
り
返
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
の
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を

完
成
さ
せ
る
方
法
を
見
つ
け
出
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
台
湾
北
部
の

人
文
ス
タ
ッ
フ
も
グ
ル
ー
プ
に
参

加
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

制
作
を
手
伝
い
、
自
分
た
ち
の
経

験
を
提
供
し
ま
し
た
。

写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
グ

ル
ー
プ
の
ノ
ー
ト
に
保
存
す
る
こ

と
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な

り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
取
り
や
す

く
な
り
、
修
正
や
補
足
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
大
量
の
情
報
で
日

付
で
混
乱
し
た
り
、
見
落
と
さ
れ

た
り
し
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
方

法
は
、
前
線
の
情
報
の
保
存
と
送

信
に
非
常
に
役
立
ち
ま
し
た
。

私
た
ち
慈
濟
の
各
部
門
の
み
ん

な
い
つ
で
も
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、

注
意
を
払
い
、
寄
り
添
っ
て
く
れ

て
本
当
に
感
恩
で
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
歴
史
は
毎
分
毎

秒
進
行
し
、
記
録
や
書
き
き
れ
な

い
も
の
が
常
に
あ
り
、
何
を
重
視

す
べ
き
か
が
常
に
問
題
と
な
り
ま

す
。
宗
教
部
の
同
僚
が
災
害
地
域

の
訪
問
に
同
行
し
た
と
き
、
彼
ら

は
上
人
の
心
遣
い
や
祝
福
を
直
接

携
え
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動

に
参
加
し
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「
見
舞
金
は
使
い
切
れ
て
も
、
人

と
人
と
の
「
絆
」（
情
）
は
残
り
ま
す
。

思
い
や
り
を
記
録
し
て
い
く
こ
と

は
、
私
た
ち
の
生
命
の
方
向
で
も

あ
り
ま
す
。
慈
濟
家
族
の
柔
ら
か

く
強
い
支
え
は
、
皆
の
心
を
一
つ

に
し
、
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

今
こ
の
時
、
こ
の
場
所
の
因
縁
を

大
切
に
す
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
各
方
面
か
ら
の
愛
と
支

援
が
あ
っ
て
、
た
と
え
困
難
な
状

況
で
も
、
誰
も
が
自
分
自
身
の
限

界
を
挑
戦
し
、
超
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
！

能
登
震
災
報
道

性
か
ら
「
避
難
所
で
生
活
を
し
て

い
る
と
お
に
ぎ
り
や
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
が
普
通
で
す
が
、
こ

こ
で
こ
ん
な
に
美
味
し
い
温
か
い

料
理
が
食
べ
ら
れ
る
な
ん
て
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
慈
濟
の

温
か
い
食
事
は
野
菜
も
タ
ン
パ
ク

質
も
た
っ
ぷ
り
で
、
本
当
に
幸
せ

で
す
」
と
感
動
を
伝
え
て
く
れ
ま

し
た
。
彼
女
は
毎
日
温
か
い
食
事

を
取
り
に
来
る
た
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
親
切
な
態
度
と
笑
顔
を
見
て

心
が
温
か
く
な
っ
た
そ
う
で
、
あ

る
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
感
謝
の
言

葉
を
伝
え
よ
う
と
し
た
時
、
感
極

ま
っ
て
涙
ぐ
み
、
そ
れ
を
見
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
驚
い
て
す
ぐ

に
彼
女
を
慰
め
ま
し
た
。
彼
女
は

す
ぐ
に
「
こ
れ
は
嬉
し
涙
で
す
。

温
か
い
食
事
で
気
分
が
明
る
く
な

り
、
そ
こ
か
ら
力
を
も
ら
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

数
日
後
、
彼
女
は
興
奮
し
て
口

を
指
し
な
が
ら
「
慈
濟
の
温
か
い

食
事
を
食
べ
て
い
た
ら
、
口
内
炎

日々変わるシェフ、そしてメニュー、でも変わら
ないのは、毎日の献立はボランティア達が心を込
めて考え抜いたものであり、栄養、健康、美味し
さを考慮しながら、一杯の温かい食事で地元の人々
に温かさと安らぎを提供するという姿勢でした。

日
本
分
會
で
は
能
登
地
震
災
害

支
援
活
動
と
し
て
温
か
い
食
事
の

提
供
を
一
月
よ
り
始
め
て
い
ま
し

た
。
第
一
次
活
動
で
は
経
験
豊
富

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
香
積
シ
ェ

フ
」
と
な
り
献
立
や
調
理
を
行
い

ま
し
た
が
、
二
月
に
入
り
第
二
次

活
動
で
は
支
援
場
所
が
拡
大
し
て

い
く
に
つ
れ
て
厳
し
い
人
手
不
足

と
な
り
「
全
員
シ
ェ
フ
」
方
式
へ

変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
の
「
一
人
ひ
と
り
が

一
食
を
作
り
、
地
元
の
人
々
と
交

流
す
る
の
は
ど
う
か
」
と
い
う
提

案
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
家

庭
で
家
族
に
作
っ
て
い
る
愛
情
料

理
を
支
援
先
で
も
振
る
舞
っ
て
見

て
は
ど
う
か
と
言
う
思
い
で
し
た
。

こ
の
「
全
員
シ
ェ
フ
」
方
式
は
非

常
に
大
き
な
挑
戦
で
し
た
。

野
菜
の
力
に
驚
嘆

第
一
次
活
動
の
さ
わ
や
か
交
流

館
プ
ル
ー
ト
温
か
い
食
事
を
提
供

し
た
と
き
、
有
田
さ
ん
と
い
う
女

■  左から蘇美菁、井田音

心、蘇建華の三兄弟姉妹は

被災者たちの為に、仕事を

休んでまで、手伝いに来ま

した。写真 / 孫素秋

2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
挑
戰

香
積
シ
ェ
フ

香
積
シ
ェ
フ
訳
/
吳
俞
輝   

文
/
慈
涓

限
界
に
挑
戦

限
界
に
挑
戦

の
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■  慈濟のベジタリアン料理に惹かれ思わず院長もにっこり。写真 / 慈涓

能
登
震
災
報
道

ら
思
い
を
繋
げ
ま
し
た
。

「
慈
濟
の
人
々
に
は
本
当

に
感
動
で
す
」

香
り
に
惹
か
れ
る
地
元

の
人病

院
へ
再
診
に
訪
れ

る
地
元
の
人
達
は
温
か

い
食
事
が
提
供
さ
れ
る

時
間
に
遭
遇
す
る
と
、

そ
の
香
り
に
引
か
れ
て

や
っ
て
来
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
地
元
の
人
達
か
ら

「
慈
濟
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
は
と

て
も
美
味
し
い
。
野
菜
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
、
タ
ン
パ
ク
質
も
豊
富
」

と
聞
く
こ
と
も
多
い
で
す
。
料
理

を
き
れ
い
に
食
べ
終
え
、
満
足
そ

う
な
笑
顔
を
見
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
に
も
思
わ
ず
微
笑
が
こ
ぼ

れ
ま
し
た
。

通
院
し
て
い
る
Y
さ
ん
へ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
温
か
い
食
事
を
食

べ
終
え
た
後
に
声
を
掛
け
た
と
こ

が
治
り
ま
し
た
。
本
当
に
不
思
議

で
す
！
」
と
話
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
も
彼
女
の
喜
び
に
感
化
さ

れ
ま
し
た
。「
野
菜
が
た
っ
ぷ
り

入
っ
た
慈
濟
の
食
事
は
薬
膳
の
よ

う
な
も
の
、
心
身
を
癒
や
す
こ
と

が
で
き
る
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

第
二
次
活
動
の
温
か
い
食
事
の

提
供
は
穴
水
病
院
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
取
材
に
来
て
い
た
大
愛
テ
レ

ビ
の
記
者
が
島
中
院
長
に
慈
濟
の

温
か
い
食
事
へ
の
感
想
を
尋
ね
る

と
、
こ
う
答
え
ま
し
た
：「
勿
論
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
。
ご

覧
の
通
り
、
病
院
内
で
は
い
つ
も

長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
す
。
地

震
後
、
い
つ
も
冷
た
い
小
さ
な
お

に
ぎ
り
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

慈
濟
が
温
か
い
食
事
を
提
供
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
よ

う
や
く
皆
の
顔
に
笑
顔
が
戻
り
ま

し
た
。
最
初
に
あ
の
一
杯
の
温
か

い
食
事
を
受
け
取
っ
た
と
き
・
・
・
」

院
長
は
言
葉
を
止
め
て
暫
く
沈
黙

し
、
眼
鏡
を
外
し
目
を
拭
き
な
が

ろ
、
自
宅
は
大
規
模
半
壊
で
あ
る

こ
と
、
夫
婦
で
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を

し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
こ
と
、

現
在
は
高
齢
な
の
に
住
む
家
に
困

り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
、
そ
の

話
の
途
中
、
院
長
が
や
っ
て
来
る

と
Y
さ
ん
は
す
ぐ
慌
て
た
様
子
で

「
院
長
、
ご
め
ん
な
さ
い
、（
炊
き

出
し
を
）
食
べ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

夜
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
ま
す
ね
」

と
言
い
ま
し
た
。
思
わ
ぬ
告
白
に

院
長
は
立
ち
止
ま
り
「
あ
れ
、
さ
っ

き
減
量
す
る
よ
う
に
っ
て
言
っ
た

ば
か
り
な
の
に
、
こ
こ
に
来
て
、
し

か
も
・
・
・
」
と
、
笑
い
な
が
ら
も

院
長
は
彼
女
を
軽
く
嗜
め
ま
し
た
。

「
夜
は
必
ず
控
え
ま
す
か
ら
。
香
り

に
誘
わ
れ
て
来
た
ん
で
す
」
と
彼

女
は
約
束
し
ま
し
た
。
彼
女
は
心

臓
病
を
患
っ
て
い
る
た
め
、
院
長

か
ら
減
量
を
熱
心
に
薦
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
温
か
い
食
事
の
香

り
に
つ
い
引
か
れ
て
し
ま
っ
た
様

で
し
た
。
彼
女
か
ら
、
慈
濟
の
温

か
い
一
杯
は
心
ま
で
染
み
込
ん
だ

と
感
謝
を
頂
き
ま
し
た
。

大
勢
の
俄
（
に
わ
か
）

シ
ェ
フ
の
誕
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ひ
と
り
は
、

被
災
し
た
地
元
の
人
達
へ
の
思
い

か
ら
休
暇
を
取
っ
て
支
援
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
普
段
、
彼
女
は

自
分
だ
け
の
料
理
を
作
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
上
人
の
呼
び
か

け
を
聞
き
「
寒
い
こ
の
時
期
に
は

温
か
い
食
事
が
必
要
だ
」
と
共
感

し
て
姉
と
兄
と
一
緒
に
善
行
に
参

加
し
ま
し
た
。
兄
は
3
.
1
1
の

災
害
の
と
き
に
も
何
度
も
東
北
地

方
で
救
援
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、

今
回
の
能
登
の
災
害
に
お
い
て
も

日
本
分
會
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
シ
ェ

フ
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
協
力
し
に
来
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
頑
張
っ
て
四
回
も
シ
ェ
フ
を

務
め
ま
し
た
。
普
段
は
二
人
分
の

料
理
し
か
作
ら
な
い
彼
女
で
す
が
、

不
安
を
乗
り
越
え
、
皆
の
助
け
を

借
り
て
無
事
に
調
理
を
完
了
し
、

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
予
定

で
は
補
助
役
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、

第
二
次
活
動
で
三
回
も
シ
ェ
フ
を

務
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
他
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
台
湾
風
ビ
ビ
ン
バ

を
考
案
し
、
各
料
理
を
ひ
と
り
づ

つ
担
当
、
み
な
で
廃
棄
物
ゼ
ロ
と

な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
本
当

に
菩
薩
の
よ
う
に
困
難
な
状
況
を

乗
り
越
え
ま
し
た
。

シ
ェ
フ
の
経
験
が
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
が
素
晴
ら
し
い
料
理

を
作
る
の
を
見
て
、
撮
影
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
一
度
だ
け
、
シ
ェ
フ
を

務
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
料

理
の
腕
に
自
信
が
な
い
彼
女
は
緊

張
し
な
が
ら
も
前
夜
に
試
食
を
作

り
、
皆
か
ら
の
「
お
い
し
い
」
と

い
う
声
を
得
て
自
信
を
持
ち
ま
し

た
。
当
日
は
大
量
の
食
材
の
準
備

に
、
包
丁
を
支
え
る
指
に
水
ぶ
く

れ
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
重
い

荷
物
を
持
ち
す
ぎ
て
腰
を
痛
め
た

り
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
に
ト
ラ

ブ
ル
が
多
発
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

時
間
が
と
ん
と
ん
過
ぎ
て
、
間
に

合
わ
な
い
と
思
っ
て
、
経
験
豊
か

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
助
け
て

貰
っ
て
、
無
事
に
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
責
任
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
で
成
長
で
き
る
こ

と
が
、
こ
の
旅
で
得
た
最
大
の
収

穫
と
最
後
に
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

■ 1. 慈濟のベジタリアン料理で口内炎が治りました。

写真 / 慈涓

■ 2. 持病を持っている方も一食でも手伝いたいと料理

作りに参加。写真 / 施美君

■ 3. 色とりどりな慈濟のベジタリアン料理のメニュー。

写真 / 日本分會
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靜
思

心温まる音楽会 心温まる音楽会 

穴水町で穴水町で

訳 /真鍋誠・文 /陳詩萍・写真 /慈涓

■  演奏会後、ボランティアは

お年寄りに手話の曲を披露し皆

さんと一緒に楽しみました。

の

3

能
登
震
災
報
道

慈
濟
日
本
分
会
人
文
教
室
は
期

末
発
表
会
を
終
え
た
後
、
春
休
み

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
文

教
室
の
数
名
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
三
月
、
新
幹
線
に
乗
り
能
登

半
島
へ
災
害
支
援
へ
向
か
い
ま
し

た
。今

回
の
災
害
支
援
の
主
要
目
的

は
災
害
に
遭
わ
れ
た
人
達
へ
の
温

か
い
食
べ
物
の
提
供
で
し
た
が
「
食

べ
物
の
提
供
以
外
に
、
我
々
は
当

地
の
人
々
に
他
に
何
か
出
来
る
事

が
有
り
ま
す
か
？
」「
音
楽
で
人
々

の
心
を
元
気
付
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
か
？
」
と
の
問
い
掛
け
に
、

多
分
出
来
る
で
し
ょ
う
と
の
返
答

が
有
り
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
持
参
し

出
発
し
ま
し
た
。

到
着
し
た
翌
日
、
公
立
穴
水
総

合
病
院
の
小
林
事
務
長
と
連
絡
を

取
り
、
三
月
二
十
三
日
に
病
院
の

隣
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
ゆ
み

の
里
」
に
て
音
楽
会
を
開
催
す
る

機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
の
社
区
の

老
人
ホ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
達
は
こ
の
朗
報
を
聞

き
、
簡
単
な
練
習
を
経
て
す
ぐ
に

音
楽
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

音
楽
を
用
い
て

心
の
架
け
橋
を
築
く

三
十
分
ほ
ど
の
音
楽
会
の
中
「
赤

と
ん
ぼ
」「
夕
焼
け
小
焼
け
」「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
等
数
曲
、
ご

高
齢
者
が
よ
く
知
る
童
謡
、
若
い

時
の
流
行
歌
を
バ
イ
オ
リ
ン
で
演

奏
し
、
参
加
さ
れ
た
四
十
数
名
の

ご
高
齢
者
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

熱
烈
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
ひ
と

り
の
お
ば
あ
さ
ん
が
「
長
い
間
こ

ん
な
懐
か
し
い
曲
を
歌
っ
た
事
は

有
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
最
後
に
「
愛
と
関
懐
」

を
手
話
を
交
え
て
歌
い
、
こ
の
活

動
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
慈
濟

の
大
愛
が
国
境
を
越
え
て
皆
様
の

心
に
伝
わ
り
、
そ
し
て
皆
様
が
平

安
で
あ
る
事
、
ま
た
苦
難
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
事
を
祈
り
ま
し
た
。

別
れ
の
時
、
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
を
握
り
「
あ

り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」
と
何

度
も
、
何
度
も
感
謝
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
時
お
互
い
の
瞼
に
は
感

動
の
涙
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
担
当
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
黄
韻
璇
さ
ん
は

家
族
の
支
援
が
あ
り
穴
水
町
へ
来

る
事
が
で
き
、
貢
献
す
る
事
が
で

き
た
そ
う
で
す
。
證
嚴
上
人
は
「
愛

の
心
を
出
せ
る
事
が
で
き
る
、
そ

の
人
は
幸
福
で
す
」
と
仰
っ
て
い

ま
す
。
彼
女
が
慈
濟
の
皆
様
と
一

緒
に
い
れ
ば
良
い
行
い
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
、
彼
女
に
本
当
に
感

謝
し
ま
す
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
幸

福
が
有
り
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
陳
佩
思
さ
ん
は
「
皆

様
の
後
押
し
、
ご
高
齢
者
の
熱
烈

な
る
歓
迎
が
あ
っ
た
事
で
、
不
安

な
心
は
す
ぐ
に
解
消
さ
れ
皆
様
と

一
緒
に
な
っ
て
活
動
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

音
楽
に
精
通
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
陳
玲
韻
さ
ん
は
「
一
期
一
会
」

の
縁
、
上
人
が
常
に
仰
る
「
こ
の

機
会
を
逃
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

の
教
え
を
実
感
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
温
か
い
食
べ
物
の
提
供
を

通
じ
、
医
療
関
係
者
と
縁
を
結
び
、

ご
高
齢
者
と
共
に
行
動
す
る
。
そ

れ
は
長
年
父
母
の
傍
に
い
ら
れ
な

い
申
し
訳
な
さ
を
穴
埋
め
す
る
事

に
も
な
り
ま
し
た
。
支
援
は
す
る

が
見
返
り
は
求
め
ず
も
、
最
後
に

多
く
の
事
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

今
回
の
能
登
地
震
災
害
支
援
で
、

音
楽
を
通
じ
お
互
い
の
心
を
引
き

寄
せ
合
い
、
そ
し
て
皆
様
の
笑
顔

を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
達
は
こ
れ
は
と
て
も
価

値
の
あ
る
事
だ
と
思
い
、
そ
し
て

こ
の
愛
と
善
の
循
環
が
長
く
長
く

続
く
事
を
願
い
ま
し
た
。

1

2

■  2 楽しい時間を過ごした年配の方は帰るとき、ボランティアの手を握り

礼を伝えました。

■  1 ボランティアは、一緒に歌った年配の方と褒め喜び合う。
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